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　この度、平成２４年度通常総会にて信任され、
馬場前理事長から理事長の大役をバトンタッチ
されました。若輩の私に理事長が務まるのかと、
全く自信がありませんでしたが、以前、池田元
会長、亡くなられた酒匂元理事長、宮崎元理事
長、高田元理事長の下で理事の一員としてお手
伝いさせて頂いた経験を活かして行ければ出来
ると思い、お引き受け致しました。
　思い起こせば、平成１３年の１０月にこの会
に入会致しましたので、そろそろ１１年になり
ます。当時、「ロングステイ」が流行り出した
頃で、マスコミで取り上げられ、ＴＶや新聞、
本、雑誌などで「南国暮らしの会」の先輩もＴ
Ｖに出演されたり、本に寄稿されていたりしま
した。　
　会員数は、平成１４年度は、入会者が１１０
名、正会員数（新入会員＋家族会員を除く継続
会員数）は、３８４名で、１５～１７年度は、
毎年、入会者が約、１５０名で、正会員数は、
４７５名、５４５名、６２０名と増加しました。その後、１９年度からは、入会者が１００
名以下となりましたが、継続会員は多く、２０年度がピークで６９０名でした。
　しかし、リーマンショック後、定年になっても、次の仕事を見つけてリタイアをしなくな
り入会者が減少して、２３年度は、入会者、６０名、正会員数が、６０８名でした。
　また、先輩の方々が諸事情で会から卒業されたりして、今年度は、継続会員数が５４０名
ほどとなりました。
　世界情勢が不安定で経済も悪化して来て、海外でロングステイが難しい時代になりました
が、こんな時にこそ、この会を作って下さった池田元会長、故酒匂元理事長の功績に敬意を
表し、宮崎元理事長、高田元理事長、馬場前理事長のご尽力に感謝し、皆さんと協力し合っ
て「楽しく、仲良く、情報交換が出来る会」にして行きたいと思っております。
　また、会員の皆様と海外で楽しくロングステイをするだけでなく、それぞれの国々の方々
に、それぞれが、それぞれの方法で貢献していけたらと思います。
　幸い、前期の理事の方々がほとんど残って下さいますし、馬場前理事長には、相談役とし
て支えて下さいますので、広報活動や情報収集を活発にして、今後、この会の維持、発展に
一同、全力を尽くしますので皆様の暖かいご指導とご協力を頂きますようお願い申し上げて
ご挨拶とさせて頂きます。

理事長就任の挨拶
　理事長　No.434　大野　悦子
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　平成 2 ４年５月 27 日の定時総会で二年間勤
めさせて頂きました理事長職を退任いたしまし
た。そして新たな理事のメンバーと理事長が皆
さんの満場一致で誕生いたしました。
　同時に理事として 6 年間の任期満了にもなり
ましたが、長い間理事の先輩方のご指導を頂き、
そして役員、会員の皆様のご理解とご協力を賜
りまして十分ではありませんでしたが何とかお
世話役を果たすことが出来ました。改めて皆様
方に感謝申し上げます。
　理事と言う世話役を仰せ付かったお陰でたく
さんの会員の皆様と出会うことができ楽しい思
い出がたくさんできましたことに大きな喜びを
感じております。
　これからも多くの方々がこの会を通じて友達
を増やし熟年生活をより充実した日々にされま
すことを期待申し上げます。そしてこのような
すばらしい会を設立され運営されてきた先輩の
方々に重ねて感謝を申し上げる次第です。
　これからもこの楽しい会に参加させていただきより多くの皆さん方と親しくさせていただ
き現役引退後の生活をエンジョイしたいと思っておりますのでご指導の程よろしくお願い申
し上げます。
　新たな新理事長をはじめ役員体制の船出をお祝いすると共に、南の会の益々の発展と会員
の皆様のご健勝を祈念申し上げまして退任の挨拶とさせて頂きます。

理事長退任の挨拶
　前理事長　No.732　馬場　章介
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１． 日時  ：平成２４年５月２７日 午前 10：00～11：30 
２． 場所  ：東京都品川区大崎１－１１－１ 東京都大崎労政事務所・南部労政会館 
３． 正会員数：５１０名 
４． 出席者数：２７４名（内、総会出席者３５名、書面表決者２３９名） 
５． 審議事項： 

（１） 第１号議案：平成２３年度事業報告書及び決算報告・監査報告について 
（２） 第２号議案：理事任期満了に伴う理事会の選任理事の信任について 
（３） 第３号議案：監事任期満了に伴う監事の選任について 
（４） 第４号議案：平成２４年度事業計画案について 
（５） 第５号議案：平成２４年度予算案について 

６． 議事の経過の概要及び議決の結果 
  司会の大塚理事は、今総会の評決権所持会員数が５１０名であり、出席者３５名、委任状２３９名 
  であることから定款第２６条により本日の通常総会が成立することを説明し、定款２５条の規定に

より議長として会員岩田彬氏（東海支部長）を推薦し、満場一致で議長に選ばれた。 
議長は開会を宣言し、まず審議の進め方の説明を行い、引き続き議案の審議に入った。 
 

議 案 
第１号議案 平成２３年度事業報告書及び決算報告・監査報告について 
 馬場理事長が平成２３年度事業報告書に基づき詳細な事業報告を行った。次いで岩井理事が同年度の 
 会計収支計算書、貸借対照表に基づき詳細な決算報告を行った。最後に鈴木監事から、当会は同定款

等に基づき適切に運営され、収支計算書はいずれも正確である旨の報告が監査報告書に基づき行われ

た。議長は第１号議案について賛否を諮り、満場一致で承認された。（書面表決者含む） 
第２号議案 理事任期満了に伴う理事会の選任理事の信任について 
 馬場理事長から重任理事１３名、新任理事５名が理事会において選任されたとの説明がなされた。但

し細川秀人氏が一身上の都合により退会された為、新たに１名を新任理事として承諾いただきたいと

補足説明がなされたが「議案と違う事を総会で決定するのは定款に反する」等のご意見が出席表決者

からあり議論の後、議長はその賛否を諮り議案通りの決議が承認され選任された。（書面表決者含む） 

＊新たな議案は次回の総会案件とする。 
① 理事任期満了に伴う退任：馬場章介、佐々木一信、高橋眞治、大塚眞一 
② 重任理事：加藤久子、青木方子、小松勝正、岩井文哉、光城保之、山科滋雄、 

            山田美弥子、 肥後憲尚、宇田秀樹、永島和雄、長谷川愈晃、 
            吉野正博、木村秀男 

③ 新任理事：大野悦子、有元義晶、岩田彬、寺田光江 
第３号議案 監事任期満了に伴う監事の選任について 
 馬場理事長から監事２名が理事会において推薦されたとの説明がなされた。議長はその賛否を諮り、 

特定非営利活動法人南国暮らしの会
平成２４年度通常総会議事録
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 満場一致で承認され選任された。（書面表決者含む） 
① 監事任期満了に伴う退任：鈴木剛、金子良三 
② 重任監事：高田勝弘 
③ 新任監事：佐々木一信、大塚眞一 

第４号議案 平成２４年度事業計画案について 
大野新理事長から平成２４年度事業計画書案に基づき説明がなされ、議長は同事業計画書案について

その賛否を諮り満場一致で承認された。（書面表決者含む） 
第５号議案 平成２４年度予算案について 
 岩井理事から平成２４年度収支予算書案に基づき説明がなされ、議長は同予算書案についてその賛否    
 を諮り満場一致で承認された。（書面表決者含む） 
その他 

大野新理事長より平成２４年度理事業務分担と理事監事の紹介及び支部長の紹介があった。 
 
７、議事録署名人の選任に関する事項 
  議長は本日の総会における議案の総てが終了したことを告げ、本日の議事をまとめるに当たり、 
  総会議事録署名人として橋本慧顧問を選任することを諮り全員異議なく承認した。 
  議長は議事の進行に関し出席者の協力を謝し、閉会を宣した。 
 
以上、この議事録が正確であることを証します。 
 
          平成２４年５月２７日 

 

議    長   岩田 彬    ㊞ 

議事録署名人   橋本 慧    ㊞ 
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平成２4年度南国暮らしの会
役員会・支部長会議事録

 

 

日時：平成２４年５月２６日（土）１３：００～１６：３０ 

場所：品川第二区民集会所 第一会議室 

出席者：馬場理事長(NO.732)、加藤理事(NO.489)、小松理事(NO.750)、岩井理事(NO.755)     

光城理事(NO.1017)、山科理事(NO.1068)、山田理事(NO.1108)、肥後理事(NO.1118)、 

佐々木理事(NO.1125)、宇田理事(NO.1156)、長谷川理事(NO.1178)、高橋理事(NO.1225)、 

大塚理事(NO.1256)、木村理事(NO.1361)、宮崎相談役(NO.163)、橋本顧問(NO.465) 

次期理事候補の大野悦子氏(No.434)、棚村信了氏(No.860)、寺田光江氏(No.1388) 

三島克幸北海道支部長(NO.609)、氏家孝東北支部長(No.498)、岩田彬東海支部長(NO.840)、 

有元義晶関西支部長(NO.816)、蓑毛邦明九州支部長代理(NO.1421) 

 

  木村総務部会長の司会進行で、役員会開催の挨拶ののち議題に入った。  

⒈ 役員・支部長の自己紹介 

馬場理事長の挨拶から始まり、理事その後、相談役、顧問及び支部長の自己紹介があった。 

⒉ ２３年度事業報告と南の会の現状 

会報春季号を参照 

 馬場理事長より、①次期理事長が女性になるので新たな出発点となるのではないか 

         ②自己責任については会報裏表紙に改訂した文章を掲載した。 

         ③次年度よりダバオに受け入れ体制が整った。 

         ④会報のカラー化は予算関係で今後の検討とする。 

          （会報製作でカラーは白黒の倍近い費用がかかると報告があった） 

⑤会員数は会の運営に問題なく推移している 

⑥次年度では新入会員の勧誘に HP 等広報活動を活発化させる。 

⒊ ２４年度事業計画・役員業務分担 

大野新理事長から２４年度の事業計画の説明（会報春季号参照）、及び役員の業務分担に 

ついて説明があった。 

                       凡例 ◎：部会長、○：副部会長 

  理事長    434 大野 悦子   

  副理事長   1361 木村 秀男 1118 肥後 憲尚 

  総務部会 ◎1361 木村 秀男 ○489 加藤 久子 513 青木 方子 755 岩井 文哉 

860 棚村 信了 1068 山科 滋雄  1156 宇田 秀樹 1161 永島 和雄  

  経理部会 ◎ 755 岩井 文哉 ○1361 木村 秀男 

  会報部会 ◎1017 光城 保之 ○ 750 小松 勝正 816 有元 義晶 1108 山田 美弥子 

        1230 吉野 正博  1388 寺田 光江 

  広報部会 ◎1068 山科 滋雄 ○1118 肥後 憲尚 489 加藤 久子  816 有元 義晶 
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                 840 岩田 彬 

  ＭＬ部会 ◎1161 永島 和雄 ○1178 長谷川 愈晃  840 岩田 彬  860 棚村 信了 

  会員部会 ◎1230 吉野 正博 ○1118 肥後 憲尚 1108 山田 美弥子  

  監事      712 高田 勝弘   1256 大塚 眞一 

  相談役     732 馬場 章介 

⒋ 各支部の活動報告及び活動計画 （2012 年会報春季号の４～５ページを参照） 

①北海道支部  年２回の役員会と懇親会、サロン会（総会含む）年５回、 

情報交換会、女性サロン会（日帰りツアー等）、パソコン教室 年２回 

       情報交換会には他支部よりの参加者もいる。 

       ２４年度も今期同様の活動予定。また移住体験を促進したい。 

②東北支部   ２３年度は東日本大震災の影響で活動できなかった。 

       ２４年度はサロン会を年２～３回仙台中心に開催予定。 

③関東甲信越支部 サロン会＆懇親会を１１回開催(６月は休会)。参加者は平均４７名。 

同好会活動は活発である。甲信越地域の参加者はほとんどいない現状。 

２４年度は課題を明確化して支部役員会で改善、また支部役員は理事以外の会員

を優先する方針。大使館の協力を得てサロン会をグレードアップしたい。 

④東海支部   定例会を１１回及び平日サロン会を１２回開催。定例会ではゲストスピーカ

ーを招致(年２回) 以下春季号参照 

       タイランド・LS ツアー協賛。（フェアーに支部も協賛し PR 活動をした） 

       提案：入会申込書を簡素化してはどうか。（記入に時間が掛かる） 

⑤関西支部   サロン会（例会）＆懇親会を６回開催（偶数月）。女性の会（ゆりの会）。 

       パソコンやゴルフコンペ開催。新入会員のフォローに役員２名を専従とした。 

       会報に毎回支部会員が投稿するようにしている。 

２４年度は巡回例会をどうするかが課題で専任役員を決めて対策を検討したい。 

⑥九州支部   サロン会（例会）＆懇親会を５回実施。（福岡・熊本・鹿児島・山口で開催）

情報交換会４回、パソコン教室：「チェンマイ」とスカイプで話したことが好評

だった。役員会：スカイプで開催 

       ２４年度は情報交換会を４回（博多・鹿児島・北九州・熊本）開催予定。支部

役員が補佐して各地域で企画するようにする。 

 

以上で役員会・支部長会を終了した。  

ＮＰＯ法人 南国暮らしの会 

                      議 長 

                              馬場 章介   ㊞ 

                         議事録署名人 

                              木村 秀男   ㊞ 



7

◇ 理事業務分担凡例 ◎部会長 ○副部会長

部門担当

Ⅰ 理事長 434 大野　悦子 ・会総括代表・総会、臨時総会招集・現状情報収集・資産管理

・理事会、役員会招集・理事会議長・官庁関係資料の提出

Ⅱ 副理事長 1361 木村　秀男 ・理事長の補佐

1118 肥後　憲尚 ・各部会総括

総務部会 ◎ 1361 木村　秀男 ・定款（会則）等の改廃・日常運営案の作成・予算案の作成・官庁関係資料の作成

（事務局） ○ 489 加藤　久子 ・総会、例会、懇親会、催しの等企画及び実施、同会費徴収、テーマ策定

513 青木　方子 ・会場設定、運営、記録、発表、総会議事録作成・各委員会のまとめ及び確認

755 岩井　文哉 ・理事(役員)　会テーマ策定資料・理事（役員）会招集実施（会場設定、運営管理、

1068 山科　滋雄 　記録、発表）・理事（役員）会議議事録作成・税務関係（法人税、資産税管理等）

1161  永島　和雄 ・支部統括・支部活動支援

1156 宇田　秀樹

経理部会 ◎ 755 岩井　文哉 ・入会金、年会費徴収・一般収支・金銭出納記録・決算の事務

○ 1361 木村　秀男 ・会費納入票回送

会報部会 ◎ 1017 光城　保之 ・会報等の原稿収集、編集、整理、校正、印刷、製本、発送

○ 750 小松　勝正 ・会員への情報提供及び会員からの情報収集

816 有元　義昌 ・年3回（新年・春・夏）発行

1108 山田　美弥子

1230 吉野　正博

1388 寺田　光江

広報部会 ◎ 1068 山科　滋雄 ・「南国暮らしの会」ＨP作成/修正/保守

○ 1118 肥後　憲尚 ・他機関への投稿・新聞、雑誌等の関係情報収集

489 加藤　久子

816 有元　義昌

840 岩田　　彬 ・「南の会」の対外的広報活動・マスコミ取材窓口

◎ 1161 永島　和雄

ML部会 ○ 1178 長谷川　愈晃 ・メーリングリスト運営

840 岩田　彬

会員部会 ◎ 1230 吉野　正博

○ 1118 肥後　憲尚 ・会員名簿作成・南の会必携編集作成・問合せ向け「南の会」案内書編集作成

1109 山田　美弥子

監事 712 高田　勝弘

1125 佐々木　一信 ・定款に違反する重大な事実が発見されたら総会を招集し報告又は所轄庁に報告

1256 大塚　眞一

注1 理事、監事の業務は本分担表に記載なき事項でも、本会定款に記載ある事項はこれを優先する。

注2 各業務担当理事は各部門の新年度事業計画及び予算申請を3月末までに行う。

相談役  732 馬場　章介 ・会運営のキャリアを活かし理事長及び理事への支援・その他

◆業務についての問い合わせ

役員への業務に関する質問、問い合わせ、要望などは、ご自分の会員番号、氏名、メール・アドレスを明記の上

原則、メールで下記あてにご連絡下さい。

なお、各担当役員はＬＳ、旅行等で不在の場合があり、返事に時間がかかることがあります。予めご了承下さい。

問い合わせメール・アドレス：home@minaminokai.com

2012月６月16日現在

・会員入退会・会費等の納入チェック・問合せ者の資料等の作成及び発送

   

・理事会業務執行に対する会員苦情等の精査

氏名

・会員からの情報収集・会員証発行

・会報等の送付先の掌握及び宛先シール作成(会報部会と連携）

・理事の業務執行状況の監査・この法人の財産の監査

業　務　内　容

平成２4年度　　役員・業務分担表
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平成２４年度　　委 員 会 構 成 表
               　　　　　　 　
                                                                    　　   平成24年6月16日現在
◆委員会について　　（委員の委嘱状は発行しない。但し、この構成表が全会員に配付される。）
・部会は部会運営上の調査・研究等を委員会に委嘱することが出来る。
・理事会は特別委員会を開設し特命事項を委嘱することが出来る。
　特別委員会は、理事会委嘱の特命事項の調査、研究を行う。
・委員会の委員長、副委員長は理事会に於いて選任し、長はその任を遂行する。
・委員長、副委員長は理事が兼務し、当該部会に委員会の議事録にて経過報告を行う。
・構成員は委員長に一任する。但し理事会にその構成員の報告を行う。
　出来るだけ有識会員の意向も取り入れた　会発展に寄与する人選をする。
・委員会は出来るだけ半年から一年以内に答申を行う。案件の答申は部会経由で総務部会にてチェック後、
　理事会に諮り、決定後は当該部会にて業務を遂行する。
  但し、単発的な案件は理事会決定後、実行委員会で業務の遂行を行う事もある。
・特別委員会の委員長はその答申を理事会に提出する。決定は理事会に委ねる。

◇委員会及び構成員　　　凡例：◎委員長　　○副委員長　　　　＊理事以外
◎1361木村　秀男　  ○ 489加藤　久子     513青木　方子    434大野　悦子

◎ 434大野　悦子　　○ 755岩井　文哉　   489加藤　久子　 1361木村　秀男

◎1116永島　和雄　  ○1178長谷川　愈晃　1156宇田　秀樹

◎ 755岩井　文哉    ○1361木村　秀男

◎1017光城　保之　  ○ 750小松　勝正 　 816有元　義晶　 1108山田　美弥子

  1230吉野　正博　　　1388寺田　光江  *1457小野　耕一

◎1068山科　滋雄    ○1118肥後　憲尚　  489加藤　久子　  816有元　義晶

　 840岩田　彬

◎1118肥後　憲尚    ○1108山田　美弥子

  *996歌田　晃一　   *1391十河　和夫 各支部より１名

◎1178長谷川　愈晃  ○1116永島　和雄　　840岩田　彬

　　80安部　功

◎1230吉野　正博    ○1118肥後　憲尚　 1108山田　美弥子

  *923永田　隼人　　 *1041関口　幹二

事業拡張調査委員会：都度任命

苦情処理委員会　　：都度任命

九州支部長   　　　 581朝永　清壽

関西支部長  　　　  816有元　義晶

東海支部長  　　　　840岩田　彬

関東甲信越支部長 　 750小松　勝正

東北支部長  　  　　498氏家　孝  

北海道支部長　　　　609三島　克幸

ペナン支部長  37野一色　信正　       ﾊﾞｷﾞｵ･ﾊﾞﾝｶﾞｼﾅﾝ支部長 227斎木　一

チェンマイ支部長代行　 54山口　洋二  　   　　        

ｺﾞｰﾙﾄﾞ･ｺｰｽﾄ支部長代行　586磯崎  興志

セブ支部長代行 636鶴岡　照郎         ハワイ支部長代行　712高田　勝弘

ＭＬ委員会

会員担当委員会

特別委員会

国内支部

総務委員会

規定･必携編集委員会

支部推進委員会

経理委員会

ダバオ支部長代行 1261藤本　晴久　　  マニラ支部長代行 1269岩崎　宏

会報編集委員会

広報委員会

海外支部

ＨＰ委員会



9

2012 年 6 月 6 日
自己紹介と目的
　中西岩夫（60 歳）・ひろみ（59 歳）は、よう
やくロングステイビザを取得、6 月 11 日からい
よいよタイ・チェンマイにて念願の長期滞在を
始めます。多くの方の情報やアドバイスで、こ
こまで来ることができました。今後ご夫婦でロ
ングステイを目指している方の参考になればと、
最後の投稿依頼をお受けしました。
　過去に投稿された方も、記載しているように、
条件や状況が日々変化しますので、あくまで、
今現在の個人的な判断と主観と考え、参考（以
前の投稿との重複や相違も含め）にしてくださ
い。
　退職とロングステイを考えるようになったの
は、退職まで 6 年の 54 歳、仕事の大きな転換
期でした。その時の大きな課題は、60 歳時の資
金計画と家庭内の経費の仕訳でした。私たちの
年齢は年金の支給金額も減り支給年齢も基本 65
歳、使える資金に見合う生活はどんな感じか？
と、私たちは子供に老後の介護は望めないなと、
先行きを大いに悩みました。そして、私たちの
予算、性格、生活スタイルと今後の生活を考え、
東南アジアに照準を合わせて本やインターネッ
トで調べ始めました。

自分たちは何をしたいのか
　たまたま『ラシン』という雑誌で、海外での
リタイアメント暮らしとか、年金で生活できる
都市とかの本と出会い、またその中で南国暮ら
しの会を知りました。
　2005 年に初めて南の会の会合に参加するも、
自分たちがどうしたいかを考えていなかったた
め、居心地が悪いというか、どうしていいかわ
からず。ロージから気まずい思いで家内と帰っ
た記憶があります。後に、石川さんから「どの
ような生活をしようと思っているの？それによ

　

って住む場所や住まいの形態が違うでしょ」そ
の時はピンと来なかったのですが、その言葉は、
その後の私達の行動に大きな影響を与えました。
　居心地の悪さの解決と、自分が決断するため
の参考になればと、半年ぐらいたった頃に、コ
タキナバルロングステイ下見ツアーに何もわか
らず参加してみたところ、多くの体験をし、ま
た気の合う友人を作ることができました。その
後は、サロン会にも参加しやすくなり、チェン
マイへの視察の企画が進んでいた時に、自分た
ちの人生を導いてくれる友人夫妻にも会うこと
ができました。
　その後、チェンマイ、バリ、チェンマイ、フィ
リピン、またチェンマイと、今考えると視察と
いう名の短期旅行を繰り返していましたが、自
分たちの生活パターンに合うところはチェンマ
イかなと思い始め、まずは、ステイ先をチェン
マイにと決めてみました。
　実に最初 2008 年 2 月にチェンマイを視察で訪
れてから 4 年、仕事の合間を縫って、約 2 週間
から 3 週間ぐらいずつ 9 回の訪チェ、今年の 2 月、
3 月、10 回目にして初めての２ヶ月滞在を終え
現在に至ります。また 6 月にチェンマイへ戻り、
11 月まで 170 日滞在予定、今回の表題の初のロ
ングステイ開始となります。

花博の写真

チェンマイロングステイまでの道のり
関東甲信越支部　No.1041　中西　岩夫　ひろみ
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出会いと南の会
　そんな中で東京のサロン会で紹介されたご夫
妻にお話をお聞きし、チェンマイでお会いでき
たこと、バリやフィリピンのツアーでご一緒し
たご夫婦との出会いが、単純に私たちの夢を現
実のものと感じさせてくれ、また多くの実践的
な情報もいただきました。
　その頃には、リタイアメントの預入金や住居、
生活費もろもろの判断で、気持ちはタイに決まっ
てきていました。と言っても、ロングステイを
現実にされている方は、そんな事を言う南の会
の人を、私達含め、たくさん見てきているので
しょう。
　そのご夫婦からの質問として
①　中西さん本当にチェンマイへロングステイ

するつもりなの？観光ではないの？
②　まだ仕事残っているでしょう。どうするの？
③　チェンマイに来て何するの？どのあたりに

住むの？
④　両親や家、家族の問題は解決しているの？
等々、課題は山積みで、ありがたい指摘でした。
　考えてみたら当たり前です。口ばかりで何も
実行できていない短期観光客なのですから…退
職してその気がある人や実行力のある方、すぐ
行動を起こす人は、最初苦労や失敗しても結構
長続きしますね。望んではいるのだけれど、な
かなか課題が多くて実行できないよと言ってい
る人は、季節観光客での可能性が高い。そんな
経験から、私もそう見られているのだろうなと。
そんな私が帰国し、サロン会でチェンマイでの
体験談を語るのは結構辛いものがありました。

先ずは、下準備と行動
　なにはともあれ目標に向かって、私達の基本
は、なるべく自分たちでやってみること。と言っ
ても多くの情報を頂きながらですが、将来自分
たちで生活するのですから、当たり前です。情
報や条件が出てきたら、原則参加、実行を心が
けること。効率は悪くても出来る限りチェンマ
イを訪れ先輩たちが体験してきたことを行なっ
て見ること。
 1.　まず視察旅行に多く参加（まだ、人の企画

に相乗り状態）
 2.　旅行会社：日本からの航空券の手配しやす

い会社を見つけること。
 3.　携帯電話の夫婦での購入：当初はワンツー

コール、訪問ごとに SIM が変わるので、ツ
ルーに変更、300B 入れると一年間番号確保、
皆さんと連絡取りやすくなりました。

 4.　今は、ミントトラベル（以前は KK トラベル）
ジョンさんにアマリリンカムホテルの宿泊
依頼、ツアーの依頼

 5.　みどりさんへ山岳民族支援の衣類の提供
 6.　チェンマイの各地域のホテルの体験宿泊

（どの地域が私達の生活に向いているか？）
 7.　ヒロ・プロジェクトさんで、コンド 4 の賃

貸（コンドミニアムの体験）
 8.　コンド 4 の住所でバンコク銀行へ口座開設

（今年 2 月にはお会いしたのですが、3 月で
チョンプーさん退職していました）

 9.　義肢財団へストッキングの持参と視察
10.　南の会のゴルフの参加とランナーゴルフ場

の会員権の購入（30 万 B 手数料）
11.　２つの卓球の会へ参加
12.　日本でのタイ語の勉強と、今回からチェン

マイでのタイ語の勉強。タイ料理屋にも口
にあうか？よく食べに行きました。

13.　小旅行：以前友人とランパーンの久保田さ
んのところへ、前回はチェンライへバスで

14.　その他、ゴールドカードの取得。エンディ
ングノートの作成。日本の家の部屋の改装

ゴールデントライアングルにて
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最初の失敗
　話は前後しますが、2008 年 2 月のチェンマイ
視察旅行は、最初から、現地在住の方々の都合
にまで考えが及ばず、サロン会の翌週に在住の
方の話を聞きたいなどと企画して、南の会チェ
ンマイ在住の方には、大変な迷惑をお掛けいた
しました。そんな訪問者のために、有志の方が
集まってくださったり、何気なく待っていてご
自宅を見せていただいたりと、参加者には大き
な収穫と、思い出に残る視察になりました。改
めて、感謝とお詫び申し上げます。相手の都合
も考えるそんな当たり前のことを学んでのス
タートでした。

私達夫婦がチェンマイを選んだ理由、そして現
在の立地にサービスアパートメントを借りるに
至った理由
　最初の視察は、チェンマイプラザホテル：価
格、パフォーマンスとも繁華街に近く良いと感
じました。その次は、現在閉館中のアマリリン
カムホテル、滞在中、タイの友人の紹介で、ラ
ティランナー２泊体験宿泊。近隣の宿泊施設見
学。アマリには、その後２回宿泊。この時点でチェ
ンマイがほぼステイ先として決定。
　将来、両親が住む街を見せておくために、子
供３人を同行、ドゥワンタワンホテル宿泊。子
どもが帰国してから、いろいろな地域４箇所で
２泊ずつの宿泊体験は結構辛いものがありまし
た。
　短期間でもコンドミニアムの体験がしてみた

いと、多くの日本人の定宿のコンド４へ３回宿
泊。南の会の方や日本人も多く、便利さで言えば、
ホイケオ通り、ニマンヘミン界隈と実感する。
　しかし気楽に生活することがひとつの目的で
ある私は、朝が苦手で、暗いうちに毎朝起床で
きない。時間に合わせて皆と一緒に待ち合わせ
ることが苦手、ということと、ゴルフも、基本
的にはランナーゴルフ場だけのプレーでも問題
ないことから、ソンテオの手配の要らない（安
い路線バスがある（片道 15B））チャン・プアッ
ク通りにあるアイリスチョウタナを検討しまし
た。住んでから意外だったことは、アイリスチョ
ウタナに今年の 1 月には 84 名の日本人が滞在し
ていたこと（南の会は 14 名ぐらい）。また近く
のコンドミニアムには多くの日本人が長期滞在
していること。本当にびっくりしました。しか
し、このあたりの在住の方は、自分の生活パター
ンを持っておる方が多く、つかず離れずの良い
関係の生活しています。
　アイリスチョウタナは上の階は日本人が多く
静かなのですが、スタジオタイプはタイ人や近
くの大学の生徒が多く、また方向によってはディ
スコがあるので、部屋を選ぶ必要があるでしょ
う。私達は今回 2 月から一年間借りましたので、
自分たちで、入口ドアの鍵の交換とドアストッ
パーをつけました。需要と供給で金額や条件が
変わりますが、私達は、一年間 12 万 B（インター
ネット・電気代・水道代別途）で借りています。

コンドの内部写真サロン会の写真
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チェンマイでの生活
①夫婦ともタイ料理や、現地の市場や、一般の

タイ人がまわりにいる生活が、合っているこ
と。生活費や人件費が安い。

②夫婦でゴルフをすること（週３回：１回夫婦
で 1000B：キャディーチップ含む）

③家内が卓球が好きなこと（徒歩圏内に卓球場
がある。卓球の会は２団体、２～３時間でひ
とり 25B、誰でも参加可、途中参加退出可。
空いていれば一時間、一人 25B ？）

④タイ語に興味があること（タイ人とタイ語で
話したい、タイ語を読みたい書きたい）

ロングステイのリスクと課題
①家庭内事業仕分け；どのくらいの予算で生活

できるのか。
②自宅の維持と子供の事
③両親の介護と看取り方。仏壇やお墓の管理
④ロングステイ先での生活
⑤夫婦の価値観
⑥自分たちの老後と終活

リタイアメントビザの取得については
　多くの南の会や、インターネットの情報、タ
イ大使館への問い合わせの結果、私達の条件で
最良と考えられるのは、日本での取得でした。
チェンマイで夫婦共に 80 万 B ずつ預金してい
れば、手続きが簡単なようですが、使うことが
できないお金が 80 万 B 預金されてしまうこと
にリスクを感じ、チェンマイで私だけが取得し
て、帰国後家内ビザを日本のタイ大使館で申請
する方法を実行しようとしたのですが、訪チェ
のタイミングが悪かったことと、私たちは何回
か訪問しているので、①バンコク銀行に 80 万 B
の定期預金を事前にしておいたこと（残高証明
書代 100B）②アイリスチョウタナの一年契約を
したので、大家さんに在住と契約の証明を帰国
前に夫婦のパスポートコピー付きで作成しても
らい帰国したこと（無料）。③チェンマイ、ラム
病院でリタイアメントビザ用に健康診断書を発
行してもらったこと（夫婦２名で 200B、この証
明で受理されましたが、国立のスワンドーク病

院の方が良いようです）等の準備ができたので、
日本で申請することにしました。
　あとは、ホームページに詳しく記載されてい
ますので確認してください。記載にはないの
ですが、国内の保証人に息子のパスポートコ
ピーにサインをさせ持参しました。申請料１人
22,000 円×２名＝ 44,000 円で翌日発給されまし
た。
6 月への準備：①日本で提出した書類のコピー
各 3 部と訪チェ直前に家内の謄本 1 部を取得し
持参して、2 ヶ月から 3 ヶ月の間にチェンマイ
のイミグレーションに提出予定です。
　詳しくは、会報に永島さん、鈴木さん他が記
載していますので参照ください。
　まあ順調のようですが、準備している間に、
家内の両親が亡くなったり、私の父が入院し
て介護施設か？また年老いた母が今後どうする
か？課題は山積していながらのロングステイ人
生です。さてどうなりますか。お楽しみに。

最後にお出かけ情報を送っている方への多少な
りの確認と誤解（私の誤解も含め）。
①　会に連絡すると、ゴルフが簡単にできる：

ランナーゴルフ場に各自集合が基本だと思い
ます。ソンテオが主要なところでピックアッ
プしてくれるというのは、その時の在住のメ
ンバー次第です。これもタイらしいといえば
タイらしいのですが、ランナーのプロモーシ
ョンは月曜・金曜が基本なのですが、向こう
次第で水曜日があったりもします。メンバー
1 名につきゲストが 2 名ですから、プリモー
ション以外の日のプレーはメンバーの在住者
が少なければ、ビジター扱いになります。前
回 2 月 3 月は記載表がカウンターに出されて
いませんでしたので多くてもゲスト扱いです。
3 月後半になって出てきました。不思議です。

②　南の会の卓球の会というのはありません。
在住の方が運営する卓球に加わってプレーさ
せてもらっています。会の運営は別々に 2 名
の日本人（ナオコさんと石原さん）が曜日を
変えて実施しています。

③　食事会：以前は多くの人数で実施していま
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　この四月、小樽にある塩谷丸山に登ってきた。
今年初めての山登りだ。629m の山だがここか
らの眺めは小樽、積丹の海岸線がとても美しく、
南には羊蹄山、余市岳、さらに北の真っ青な石
狩湾の向こうには、まだ雪に輝く暑寒別連山と
360 度の景観が広がり、素晴らしいものがある。
　最近、中高年者や若い女性の「山ガール」登山が
ちょっとしたブームになっているが、私も定年後、
運動不足の解消にと山歩きを始めることにした。
　登山のきっかけとなったのは本棚から、「北海
道夏山ガイド」（北海道新聞社、初版 1989 年）
が出てきたことだった。
　この本はかって机を並べた職場の先輩が書い
たもので、初版本をお付き合いで買ったものだっ
た。そのころは仕事も忙しかったこともあり、
山には関心があまり無かった。
　しかし、これから山歩きを始めたいとは思っ
てはみたが、山は全くの初心者だ。山には怖い
熊もいるし、一人では遭難の危険もある。それで、
地元市内の山の会に入れてもらうことになった。
　最初は低い山でも登るのが大変だった。二年
目の昨年の夏には山の会の仲間のサポートによ

　

り、日本百名山最北の秀峰「利尻山」（利尻富士、
1719m）にも何とか登ることができた。9 合目の
ガレ場では固有種の “ リシリヒナゲシ ” の可憐
な花や、山頂からはボタンキンバイの群落が谷
を黄色く染めているのを見ることができた。山
の花の素晴らしさを感じた。北には花の島「礼
文島」も海に浮いて見える。天気にも恵まれ高
山の花々を満喫することができ、足は痛くなっ
たがとても楽しい山旅となった。。
　その後、本州にも遠征し「夏が来れば思い出

したが、基本は有志での実施で、近くの人や
同じコンドミニアムの人が集まって開催され
ることが多いようです。

④　在住者：2012 年 2 月報告で、現在は 15 名
のロングステイヤーの登録で、（長期の方は
CLL にも所属していたり、退会して移った方
も多いので）ハイシーズンは季節滞在者含め
130 名ぐらいに人数が増えると、会としての
対応は難しいようです。また各自の人脈で行
動しているためか、サロン会の参加者は 65 名
と半分でした。上記のようなことを利用され
るのでしたら、知人を作ってから訪問すると
上手くいくように感じています。

　最後にここまで導いて下さった多くの方に感

謝と今後ロングステイする方にエールを送り
締めくくりとさせて頂きます。（文中の通貨は
1B:2.7 円目安です）

タイの友人とムーカタ（焼き肉屋の食事に）

利尻富士、８合目から山頂を望む

山ボーイ
北海道支部　No.1285　桂　裕章



14

May 24, 2012
１．はじめに
　私は当会に入会してすでに、３年経ちますが
１回もショートステイすらしたことがありませ
ん。洒落にもならない何のための入会かと思わ
れるかもしれませんが、会員の間で交わされる
メールを読んでいるだけで、異国での暮らしを
幾分かでも実感できるので十分会費以上のもの
があると思っています。さてこんな中途半端な
私ですが、いつも会報やらメールを読みながら、
いつか自分の方から情報発信をしてみたいとい
う思いを持っておりました。今回のニューヨー
ク旅行は８日間ですが、自分で企画実行した点

　

で、パッケージツアーでは絶対経験できない色々
の瑣末な不安や手続きを体験しました。それで
そのことを会員の皆様に披露したいと思い投稿
いたしました。

２．旅行前の予約
①ＥＳＴＡ取得
　皆様すでにご存じのように、米国に渡航する
場合や経由する場合は ESTA の認証がなければ
入国することができません。私は費用節約のた
め、自分で申請することとしパスポートやクレ
ジットカードをそばに置いて ESTA の入力を始
めました。申請は日本語版があるので記入事項

す・・・♪」の歌で有名なあの尾瀬に行って、
花の名山の至仏山にも登って来た。岩場で白い
エーデルワイスを見つけた。初めてだったので、
うれしくて疲れも吹き飛んだ。少しだけ山の楽
しみがわかってきたようだ。
　こうして山歩きができるのも知人の書いたガイ
ドブックと山の会の仲間のお陰だと感謝している。
　今年も、もう少しで里にも桜が咲く。高い山
の桜はまだまだこれからだ。来月、山に登れば
二度の花見ができる。
　いよいよ北国にも夏山シーズンが到来。また
今年もおじさん「山ボーイ」の花の山歩きがは
じまった。

（追記）
　本文は、地元の北海道新聞に投稿掲載された
文を転載したものです。
　近年、梅雨の無い爽やかな北海道は、夏の間
ロングステイされる会員の方が年々増えている
ようです。
　「北海道夏山ガイド」は地域別に全 6 巻あり、
イラスト地図や多くのカラフルな写真（登山口
から登山道のコースや高山植物など）と最新の
情報も追加されています。初心者から単独登山
者でも使えるように親切に編集されたとても優
れた “ 山のガイド ” だと思います。道内の書店
では今でもかなり売れているようです。
　現在、私もこの本を持って夏山の低山でのト
レッキングを楽しんでいます。札幌近郊の日帰
りのできる山でしたら、具体的な情報提供もで
きる場合もあります。例えば、札幌の藻岩山

（536m）、長沼町の馬追丘陵（290m）、支笏洞爺
国立公園の樽前山（1041m）などです。なお、
北海道の山は標高 1000m でも、北アルプスの
2000m 級の山に相当するくらいの自然条件（植
生も）下にあるといわれています。もし札幌圏
の低い山の山歩きやフットパスに興味がある方
は、ご連絡ください。利尻富士、山頂で（山の会の仲間と）

ニューヨーク駆け足旅行
関西支部　No.1376　雄崎　彌一
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の意味を間違えることはありません。無事ステッ
プ３にたどりつき、申請番号を取得しノートに
記録しました。このあとステップ４に移りクレ
ジットカードに関する必要事項を入力中、住所
を入力するところで地名を日本流の順に入力し
て失敗しました。そこで住所表記の入力例を次
に示します。

日本語表記：大阪府大阪市阿倍野区常磐町３丁
目１８番３４号　朝日マンション８０７号室　
英文表記　：3-18-34-807  Tokiwacho  
Abenoku  Osakashi  Osaka　

これとは別に例えば、ESTA 取得後パスポー
トを更新して旅券番号が変わった場合或いは
パスポート内容等を誤記してそのまま気づかず
ESTA 認証を得た場合などは、ESTA の最初の
ページから再入力する必要があります。最初の
ページ見ると左側に新規申請と右側に更新申請
等の２コースがあるので新規申請のコースに進
んでください。ここで記載事項の修正を行えば、
旧登録事項は自動的に抹消されるので余計な心
配はいりません。ただし処理手数料 14 ＄をもう
一度支払う必要があります。私の場合は更新申
請等のコースに進んで、ここに取得した申請番
号、生年月日やパスポート番号を入力し、該当
部分を✓しながら進むと、クレジットカード内
容の修正画面にたどり着きました。ですから普
通我々が犯す記入誤りは、ESTA の最初のペー
ジに戻って修正すればそれで済むわけです。ま
た電子的に処理されますから、出発日の当日に
空港でパスポート記載内容の変更に気づいても、
空港の有料パソコンから新規申請を行えば問題
なく ESTA を取得できます。

②航空会社
　私は今までに欧州のパッケージツアーに参加
したとき、旅先で２度、航空会社の運航延期や
遅延を経験しました。1 度は例のアイスランド
の火山大噴火です。個人旅行で１週間も飛行機
の運航がストップする目に会えば「外国で路頭
に迷う」ことは確実です。そこで代理店を通さず、

直接言葉に心配のない日系の航空会社を最優先
に選びました。結局 ANA の予約ページにアク
セスして 12 月に割引運賃で翌年３月 21 日伊丹
発、同 28 日帰着の e チケットを購入しました。
税燃サ込２人で 21 万円でした。勿論変更なし、
払戻なしの条件付きで即クレジット払いでした。

③ホテル、レストラン
　インターネットでホテルの評判を検索してい
ると、割合に予約の取れていないトラブルが発
生しているので、これも代理店を通さずに直接
ホテルの予約ページにアクセスして宿泊費を調
べました。
　また現地のオプショナルツアーに多数参加す
ることを勘案すると、集合地に指定されている
ことが多い 4 つ星の「ヒルトンニューヨーク」
かまたは 2 つ星の「ホテルペンシルバニア」の
どちらかにしようと思いました。結局地の利が
よくてニューヨーク初心者に最適だというヒル
トンニューヨークを選びました。ヒルトンの予
約ページから予約しようと思いましたが、試し
に電話で東京の予約センターへ問い合わせてみ
たら、応対の女性がウェブに表示のものより安
い部屋を提供してくれました。２ダブルベッド
のデラックスルームで 3 月 21 日から６泊を予約
しました。総額は税込みで 2500 ＄、実際に部屋
も広く 33 階で見晴らしも良く快適でした。
　せっかくニューヨークに行くのだから定評の
ある店でステーキを食べてみたいと思いヒルト
ンに近いビーエルティー・ステーキ “BLTsteak”
のホームページを開いてランチタイムの予約を
始めました。ところが氏名、メールアドレスな
どは入力できても住所が日本の場合は入力でき
ませんでした。現地で可能性の少ない電話予約
するしかないのかなと半ばあきらめかけました。
しかし２, ３日してふとホテルの住所を打ち込ん
だらいいのではないかと思いつき、そのとおり
に入力したらコンファメーション（予約確認）
が返って来ました。ところが「好事魔多し｣ で
前日の食べすぎがたたって、当日は下痢が激し
くなりキャンセルするはめになりました。誠に
痛恨の極みで今でも残念です。
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３．現地のオプショナルツアー
①ワシントン、ボストンの１日ツアー
　せっかくニューヨークまで行くわけですから
アメリカの政治の中心であるワシントンと独立
戦争の中心地であったボストンを訪れたいと思
い日本語の現地ツアーを検索しました。いくつ
かの旅行社が出て来ますが、実際に催行する会
社は同じであることが多いです。私たちは、少
し遠いワシントンへはアムトラック（鉄道公社）
利用のツアーで、ボストンへは高速バス利用の
ツアーで行くことにしました。どちらも日帰り
ツアーですがボストンツアーの場合、バスを利
用するとアムトラック利用より 100 ＄ぐらい安
く、またボストン美術館を見学できるので少し
お得です。料金はワシントンツアーが 280 ＄／
人、ボストンツアーが 188 ＄／人でした。今の
ところ日本語のバス利用ワシントンツアーはあ
りませんのでこの使い分けが最良かと思います。
実際乗ってみての感想は、バスの４時間 15 分の
中の 15 分はトイレ休憩で多少の息抜きになる
こと、アムトラックのように座席指定がないの
で日本人が同じ車両に乗り込めるよう早くから
駅で並ぶ待ち時間ロスのないこと、高速道路を
走る車、街中の風景を眺めることもまたおもし
ろいので、ボストンツアーをバス利用にしたの
は、正解だったと思っています。両ツアーとも
Alan.1（アランワン）という代理店サイトから申
込みました。

②ミュージカル、ゴスペル、ジャズツアー
　ブロードウェイのミュージカルを見るのも
ニューヨーク旅行の一つの目的ですから、口こ
みサイトをいろいろ探って費用対効果のよさそ
うな JTB から予約しました。定評のある「オペ
ラ座の怪人」を見ましたが、席は舞台に向って
前から４列目で右端から 4 人目と 5 人目でよく
見えました。2 列目３列目にも日本人が２, ３人
いて、だいたい両翼前方が日本の旅行社のテリ
トリーかなと感じました。ツアー料金は 102 ＄／
人でしたが実際のチケットの表示は料金が 91.5
＄で、席はオーケストラのＢ（プレミアムとオー
ケストラのＡは中央部）でした。開演の 45 分前

ごろに劇場に自分で行き、バウチャー（引換券）
をチケット売場前の係員に見せれば、窓口を指
示してくれます。その窓口でバウチャーを見せ
れば、取り置いてあった座席番号を表示したチ
ケットを受け取ることができます。あとは館外
の入場者の列に並ぶだけです。月曜の夜にも関
わらず劇場は満員でした。私は音楽にあまり興
味がなく、妻のお供について行ったようなもの
ですが、セリフもところどころしか分からない
のに結構舞台に惹きつけられました。それは、
舞台装置や演出に芝居とは思えぬほどの「びっ
くり、どっきり」が隠されていて、それらが手
をかえ品をかえ出てきて人を飽きさせないこと、
それになによりもダンスや歌唱とともに出演者
の熱意みたいなものが伝わってきたからだと思
います。
　ゴスペルツアーは日曜の朝の礼拝に合わせて
予定が組まれています。私たちは Alan.1（アラ
ンワン）から集合時間の遅いマイバス社（催行
会社）のハーレムツアーに申し込みました。ヒ
ルトンホテルから出発し、同じホテルに午後１
時 30 分に戻るコースです。日本人ガイドの指
示に従って動くだけなので気楽です。教会で原
色の衣装、帽子で着飾った女性が三々五々礼拝
場に入って来るのを、眺めるのはなかなかの見
ものです。宗教儀式というより４, ５０人の女性
コーラス隊が放つ大音量のコンサートのような
もので、歌の合間に赤シャツに背広姿の牧師さ
んたちが、かわるがわる聖書を読んだり神を賛
美したりしていました。有名なアポロ劇場周辺
はイメージとは違って道幅も広く清潔でした。
　ゴスペルと同じく家内が聞きに行きたがって
いたジャズですが、ブルーノートでは帰りが遅
くなるので、自分でホテル近くのジャズクラブ
の予約を取ることにしました。それで旅行書（地
球の歩き方ニューヨーク以下同様）を熟読しウェ
ブでのジャズクラブの評判を参考にして、ディ
ジーズ・クラブを選びました。このクラブはホ
テルから徒歩で 20 分足らずの距離にあり、150
席ぐらいで比較的ゆったりしており、ビルの５
階にあって窓からは、セントラルパークの南端
がきれいに見えていました。ホームページから
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予約でき、メールアドレス、氏名、日本の住所
等を入力すればいいのです。するとコンファメー
ション（確認書）がメールで届きますから、当
日はこの確認書を受付へ提出すれば女性が席ま
で案内してくれます。先着順でいい席が取れる
ようです。その代わり飲食の時間が長くなるの
で費用は高くつきますよ。私たちは開演の 45 分
ぐらい前に着きましたが、舞台に向かって中央
の最前列と２列目までは既に埋まっていました。
私たちの席は、左側の最前列で演奏前に窓から
景色がよく見えました。料金はテーブルチャー
ジが 30 ＄／人で最低 10 ＄／人以上の飲食をし
なければなりません。メニューはホームページ
にありますから前もって決めておけます。チッ
プは飲食した額の 15％位です。このクラブはタ
イム・ワーナーセンターの５階にあり、正面玄
関を入ってすこし右側に進み、また正面を向く
とエレベーターが４台ぐらいありますからそれ
を利用します。肝心の演奏ですが、カール・ア
レン／ロドニーウィタッカーを中心とする５名
のバンドでした。ジャズは音がうるさく騒音の
ように思っていましたが、本場のものを聞くと
不思議と音が体にしみこむようで、ちっとも不
快ではありませんでした。むしろジャズは体に
いいと思いました。

③シティパス、地下鉄フリーパス　　
　シティパスはニューヨーク市内の名所、美術
館、クルーズなどの８か所の入場引換券を冊子
にしたものでそのうち６か所を選べる便利なも
のです。普通に６か所全部をめぐると入場料は
162 ＄ぐらいになるそうです。これを持ってい
ると、建物外側で並ぶ入場者の列に加わる必要
はありませんが、内部で入場券と引き換えるた
め、窓口には並ぶ必要があります。複数の旅行

社がこの券を売っているので一番安いところを
選んだほうがいいと思います。ただ割引の大き
い場合に通用期間の制限があるのでそれをよく
確かめておく必要があります。我々は７8 ＄の
ものを購入しましたが、２月末が通用期間のも
のは 69 ＄でした。勿論ウェブから申込みますと
バウチャーが送られてきます。それを最初の訪
問地で冊子に換えるわけですが、私たちの場合
は、メトロポリタン美術館の入口で係員にバウ
チャーを見せると中に入れて引換の窓口を教え
てくれました。引換はしごく簡単でした。
　実は予約して購入するものではありませんが、
ニューヨーク滞在中シティパスよりもっと重宝
したものがあります。それが７日間乗り放題の
メトロカード（地下鉄カード）で 29 ＄でした。
マンハッタンの地下鉄とバスの料金は１回の乗
車が 2.5 ＄の均一料金ですが、乗車前にいちい
ち小銭を用意して切符を買うという煩雑さから
逃れられるだけでも安いものです。勿論このカー
ドはバスでも使えます。私たちは、初日 JFK 空
港から地下鉄でマンハッタンへ行くときにこの
カードを買ったので、しっかり有効利用できま
した。買い方は４の項で説明します。

４．ＪＦＫ空港からホテル
　タクシーを利用すれば、ホテルがマンハッタ
ン内であれば普通 60 ＄ぐらいと旅行書には書
いてあります。スーパーシャトルという 15,6 人
乗りぐらいでホテルに直接乗りつけるバスだと
23 ＄＋チップ１＄位、空港バス 15 ＄だとグラ
ンドセントラルターミナルで降りて各ホテルを
循環するバス（有料）を待たねばならないよう
です。私は不確実性の高い車を利用するより地
下鉄利用を考えて、ウェブをあちこち探して、
ラッシュアワー以外なら問題なく行けると言う
投稿に出会いました。最大の難関はスーツケー
スが横棒（バー）の回転する方式である自動改
札機をぬけられるかという点でしたが、普通に
よく見る大きめのスーツケースでも、横にして
バーの下を先に通して、そのあと人が通れば大
丈夫だと分かりました。つぎに重いスーツケー
スを持って長い階段を上らねばならないのかと

シティパス 地下鉄フリーパス
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いう点については、私たちが経験したところで
は、エスカレーターがない場合の階段は短いの
で日本とあまり変わらないということです。そ
んなことで、鉄道好きの私は空港との往復も地
下鉄を利用することとし、実際その通り実行し
て何の支障もありませんでした。かかった交通
費はメトロカードを別にすれば、空港と地下鉄
駅間のエアトレイン料金の５＄だけでした。地
下鉄のことをもう少し詳しく話すと、まず安全
面では、昼間の地下鉄はぜんぜん怖くありませ
ん。怖いのは周りに人のいないときです。マン
ハッタンでは夜の 11 時頃や朝の 6 時頃でも人
がいますから、心細く感じることはありませ
ん。少し面倒なのは地下鉄の入口を探すときで
天辺にちょうちんのついた緑色のポールを目印
に探します。見つけたらそこに表示されている
路線番号とアップタウンとダウンタウンの表示
の有無を確かめます。建設年代が古いからだと
思いますが日本と違い上り線と下り線の乗り場
が別々の駅があります。入口の階段のところに
路線名の他に "Downtown" という標示があれば、
マンハッタンを南行する電車のホームにしか行
けないことを表し、"Downtown" "Uptown" のど
ちらの標示もなければ、南行き、北行きのどち
らのホームにも行けることを表しています。も
し、南行きに乗りたいのであれば "Downtown"
の標示のある入口かまたはぜんぜん標示のない
入り口から入らねばなりません。改札を無事越
えてホームに着いたら乗り場の上にぶらさがっ
ている行き先表示のうち、まず一番左側のダウ
ンタウン "Downtown" かアップタウン "Uptown"
かの表示とその次の路線番号とに注目して電車
を選べば間違いなく目的地に着けます。つま
り、地下鉄の路線図を見て、行きたい駅が今自
分のいる駅から見て北にあればアップタウン
"Uptown" という表示のぶらさがっている線路の
電車に乗り、行きたい駅が南にあればダウンタ
ウン "Downtown" の表示のある側の電車に乗れ
ばよいのです。Ｅ線のようにマンハッタンを東
西に貫いている場合、例えばヒルトンホテルの
最寄り駅から JFK 空港に行く場合は、JFK 空港
行きの電車は、マンハッタンを北行してくるの

で乗り場はアップタウン "Uptown" 側です。空
港からマンハッタンに来るときは、アップ、ダ
ウンの表示はありませんが、MANHATTAN の
文字がぶら下がり標示の左側に書かれているの
で間違えることはありません。だいたい反対側
は次の駅が終点ですから殆ど乗る人がいません。
　さてメトロカードの買い方ですが、JFK 空港
の７番ターミナルで荷物を受け取った後、ビル
を一旦出て、向かいのビルの３階からジャマイ
カ JAMAICA 行 き エ ア ト レ イ ン（HOWARD 
BEACH 行や循環ラインもあるので注意）に乗っ
て終点で降りると、改札口の手前左側に小さな
売店があってインド人みたいな男性が立ってい
ます。この男性に「メトロパス」と声をかけて「ア
ンリミティッド、セブンデイズ」と言えば、後
払いのエアトレインのカード５＄と７日間乗り
放題の地下鉄カード 29 ＄を出してきます。どち
らも表面デザインはまったく同じですが、カバー
に品名と金額が入っているのでそれとわかりま
す。あと、購入の人数分を聞いてきますからそ
れを伝えるといいでしょう。この人はダフ屋で
も何でもなく、駅の放送でも売店で切符の買え
ることを旅客に知らせていました。もちろん自
動券売機でも日本語版で操作できるので安心し
て買えると思います。

５．推薦したい観光、レストラン
　これは私が実地に体験したことではないので
すが、ニューヨークの夜景を側面から見るツアー
が素晴しいとのことです。マンハッタンは東西
を河で挟まれていますから、その河を渡った反
対側からライトアップしたマンハッタンの摩天
楼を見るのが最高とのことでした。実は私たち
は、夜 11 時頃にエンパイアステートビルの 86
階の展望台から世界３大夜景の一つと言われる
マンハッタンの夜景を眺めました。最初こそ感
動しましたが、巨大なビル群がマッチ箱のよう
に小さく見えるのですぐ飽きてしまいました。
むしろ、ラスベガスのストラスフィアホテル屋
上にある空中に突き出る恐怖の乗り物とその下
の夜景の方が印象深かったです。二つ目は、ジャ
ズを聞きに行くことで、これは「からくじなし
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の宝くじを買うようなものだ」とのことでした。
二つとも、ゴスペルツアーを案内してくれた日
本人現地ガイドさんの推薦ですが、まあ、そう
なんでしょうが「空くじなしの宝くじ」には、
ガイドさんが熱弁するほど旅行者の皆さんが反
応していませんでした。
　さて、レストランですが前述の BLTsteak と
ともに私が期待していたレストランがもう一軒
ありました。それは中華街にある「ホップ・キー 
レストラン Hop Kee 合记饭店」です。ウェブ
ではここの広東風かに料理（Crabs Cantonese 
Style）が異口同音に褒められていました。この
レストランは『地球の歩き方』でも紹介されて
いますが、この本やウェブで調べたレストラン
はテーブルにクロスのかかっているのが大半で
すが、ここのテーブルはデコラ張りそのままで
した。その代わり値段は安く、例の蟹料理は 17
＄、ロブスターの蒸し物（Steamed Lobster）は
25 ＄などでした。蟹は長径がだいたい 10 セン
チ程度のワタリガニ風の小さなもので、キャナ
ルストリート沿いの鮮魚店で売っていたものと
おなじでした。そこでは８＄の値札が見えまし
たが、おそらく１ポンド（453 ｇ）当たりだと思
います。一度蒸した蟹の甲羅を剥いたうえで半
割にし、炒めて味付けしたものだと思いますが、
食べてみると身は柔らかいのですが蟹味噌が甘
くて、つい食べ過ぎてしまいました。ロブスター
は薄い塩味で身がしまっていて甘みがあり２人
で食べても満足できるぐらい量がありました。
妻も私もこんなにおいしいロブスターは、初め
てでした。ところが「快楽のあとに憂愁深し」で、
妻は何ともなかったのですが、翌日、私は下痢
に悩まされることになり食事を２回ぬき、昼間
ホテルで休まざるを得ませんでした。

６．おわりに
　紙数の関係で伝えたいことのすべてをお伝え

することができませんでしたが、ニューヨーク
は他にも大リーグ野球、NBA プロバスケット、
メトロポリタンオペラ等があり魅力満点の街で
す。今年３月は記録的な暖かさで私たちは幸運
でした。皆様も歴史的円高である現在を利用し
て一度ニューヨークを訪問なさってはいかがで
し ょ う か。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上。

これがその蟹料理です。
費用対効果は抜群です。

驚くほど美味しかった
蒸しロブスターです。

調理に時間がかかります。
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VISA と旅日程の概略
　'05.（平成１7 年）12.15（木）～ '06. （平成
18 年）3.15（水）の３か月９０日間。
訪問先は、東京（成田）→①オーストラリア

「パース→アリス・スプリングス→エアーズ・
ロック→アデレード→メルボルン→キャンベ
ラ→シドニー→ゴールドコースト→ブリスベ
ン→タウンズビル（マグネチック島）→ケア
ンズ」
　②マレーシア「クアラルンプール」。
チケット代往復。92,000 円。マレーシア航空・
FIX フリー航空運賃 3 か月。他に、成田空港
使用料 2,040 円、出国税（オーストラリア 5,900
円、マレーシア 1,400 円）、燃料費特別付加
17,000 円）。合計 118,340 円。
　VISA は、オーストラリアは要。ただし、
インターネット（ETA）で自宅から 3 か月間
の取得可（AS ＄20 (1,960 円 ) 手続き簡単。
　マレーシアは、３か月以内不要。
　
パースの税関
　’05（平成 17 年）12 月 15 日（木）成田発
10：30 分（MH89 便）クアラルンプール（ク
チン経由）パース行（MH127 便）。パース到
着は、12 月 16 日（金）早朝 4：55（オースト
ラリア時間）。
　クアラルンプール発パース行きの機内では、
真夜中にも拘らず、重い食事が 2 度も出され
た。意地汚く 2 食とも食べたため、夜中じゅ
う胃のムカムカに苦しんだ。
　翌朝の４時全ての客がスチヮーデスに起さ
れた。パースの空港には予定通り着陸。
　空港内の銀行で両替。この日のオーストラ
リア＄は 98 円。 朝のボーとした頭も目の醒
めるような悪いレート換算であった。
　オーストラリアは、私が旅をした '05.（平

　

成１7 年）当時は、食品に関しては原則持込を
禁じている。
　ただし、現在 '09（平 21 年）は殻つきピーナッ
ツや、卵含有製品、柑橘類、りんご、マンゴ
ウ等を除けばかなり緩和されている。
　税関の取締りの厳しさはパース在住の F 氏
からも、多くの友人知人達からも聞いて知っ
ていた。
　現に、私の目の前で 30 代くらいの中国人夫
婦が、大型スーツ・ケース満杯の日本製と思
しき即席ラーメン、お菓子、おつまみ類の食
料品が没収され、空になったスーツ・ケース
をにべもなく投げ返されている所を見た。
　持ち込み禁止を知っている筈なのに何故こ
れほど大量の食品を持ち込んだのかも疑問だ
が、中国人の度胸の良さ（？）にも驚いた。
　実は私も、特製醤油、ふりかけ、お赤飯、
お茶などの日本食品を持っていたので、ドキ
ドキしながら自分の番を待った。
　税関の申告書には、勿論、日本食を持って
いると明記した。税関の担当官から「日本食
は何を持っていますか？」と聞かれた。私は「殆
どが日本茶でキャンディも少し．．．。」
　すると「キャンディ？」と言っただけで、
荷物の中身を確認する事もなく、あっけない
ないくらい簡単に通過させてくれた。
　後日、パース在住の F 氏にこの事を話すと、

「そんな事は例外中の例外、正直に申告したの
が良かったのかなあ？貴方のスーツ・ケース
が長旅の割りに小さいから、大した物は入っ
ていない。と見たのかなー？　いずれにして
も、この事は他人には絶対に言わない事」と
強く念を押された。
　多くの友人達も厳しく検査されたうえ、全
て取上げられたと言うから、私は例外だった
のかも知れない。

オーストラリア①
パース、アリススプリングス、エアーズロック、アデレード（編）

関東甲信越支部　No.40　平澤　信　
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　バッグの中には、お醤油の他にも日本食を
持っていたので、見つかった場合は．．．。と思
うと冷や汗が流れた。
　しかし、こう言う時にはちょっとしたコツ
がある事をご存知だろうか？　税関の前では、
決して旅慣れているような素振りをしないこ
と。「旅の初心者で、おのぼりさんです」と、
緊張した素朴な顔で、初心者らしく、たどた
どしい行動をするよう心掛けることです。

パースの宿で．．．。
　兼高さんが「世界で一番住み良い所」と言っ
たパースに是非行って見たいと思い、あえて
パースに最初に到着してみた。（最も兼高女史
は、「そんなこと言った記憶がない」と言って
いるらしいが．．．。）
　シャトルバスで市内へ。YHA（共同の台所
が付いているユースホステル）へ行ってくれ
るよう運転手に頼んだら、YHA は閉鎖され
ているので、ご希望ならばパース駅まで歩い
て７分ほどの、知り合いの「スワン・ロッジ」
を紹介すると言う。シーズン中とあってホテ
ルが混み合っている事は承知していたが、初
日からこれでは先が思いやられる。しかも 1
泊 59 オーストラリア・ドル（AS ＄）（5,396 円）。
1 か月滞在すると、ホテル代だけで 161,880 円。
かなり予算オーバーになる。
　長旅で疲れ果てていたので、取りあえずこ
の宿で 2 ～ 3 泊する。この値段でも、パース
では安宿の部類なので、若い日本人男女 7 ～
8 人が投宿中であった。
　最も彼等はこの国特有の宿のシステムであ
るドミートリー（数人の相部屋）の客で、ホ
テル代も 1 泊 20AS ＄（1,829 円）と安く宿泊
できる仕組みになっている。
　お腹の弱い私にとって、自炊できる台所が
付いていることは有り難く、食材を買ってき
ては毎食調理にいそしんだ。
　
食習慣の妙
　キッチンでいつも会う、北海道出身の愛子
さん（21 歳）も宿泊客の 1 人で、キャンベラ

で語学研修を終えての卒業旅行だと言ってい
た。最近卒業旅行は 1 人でするものらしい。
　毎日ご飯に味噌汁焼き魚と言う、古典的な
日本食を創る感じの良い女性であった。この
若者からオーストラリアには「ジャパニーズ・
すしライス（カリフォルニア米）」のあること
を教えていただいた。このすしライスで、お
にぎりを作り、長時間のバス移動の時にどれ
ほど重宝した事か。
　オーストラリアは、ホテルや言葉、交通の
便を考えても、旅はし易い国ではあるが、若
い男女が気楽に１人旅できる国は、世界広し
と言えども数少ないと思う。
　このホテルの広いキッチンで、各国の人達
の食事模様を眺められたことが思い出深い。
　ある日の夕方、小さなリュックを背負った
ままキッチンに入ってきた若い白人男性が、
分厚い牛肉を 2 枚取り出すと、軽く塩コショ
ウして、フライパンで焼く事 5 ～ 6 分。余ほ
ど空腹だったのか、焼き上がった肉をキッチ
ンで立ったまま、フライパンから直にガツガ
ツと食べている姿を見た。わき目も振らず、
肉を喰いちぎっている姿は、肉食獣を思わせ
る猛々しさを見た思いだ。ステーキ肉を一挙
に２枚も食べる食習慣は、我ら日本人にはな
い。　
　因みに彼の食べた焼肉は 2 枚で 700 ～ 800g
はあったと思う。
　
パースの街並み
　パースの街はどこも清潔で、人々は本当に
親切であった。スーパーへの道を尋ねると、
重い荷物を持ったまま私に付き合ってくれる
奥様、長距離バスの時刻を丁寧に調べてくれ
る若い書店主など、住み心地は悪くないのだ
が「世界一良いかと問われれば」ちょっと返
答に窮する。
　だが、この街に住む F 氏は、私の現在滞在
しているホテル界隈は、パースでは油断のな
らない危険地域だと忠告してくれた。
　後日、街に出て来られた折に F 氏が、パー
スのスラム街を車で案内して下さった。アジ
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ア、アフリカ、中南米など、他の国のスラム
街に比べれば、かなり裕福に見えるのだが、
目を凝らしてみれば、窓ガラスは割れたまま、
ドアは壊れ、庭は草ボウボウ、住んでいる人
達の目は、無気力。心が荒んでくると清潔感
は薄れ、外観も気にしなくなるようだ。貧す
れば鈍する些細な事で大声を発して喧嘩をし
ていた。その住人の多くは黒い肌のアボリジ
ニが多かったように記憶する。
　パースの街は、赤い猫、青い猫、黄色い猫
のマークの無料バスが３路線走っていて、市
内は殆どこのバスで行けるようになっている。
世智辛い世の中で、何故、無料でバスを走ら
せる事が出来るのか不思議だったが、旅人に
は有り難い存在であった。

Ｆ氏宅訪問
　Ｆ氏のご好意で、ロッキンハムのご自宅を
訪問させて頂いた。（１２月１８日（日））。
　ロッキンハムは、パース市内から、バスで
丁度 1 時間。道の両側に美しい海を眺めなが
ら閑静な住宅街をバスは走る。気温 28℃湿度
４５％のバスの中は居眠りが出る快適さだ。
　今年は例年より少し寒いこともあり、ジャ
カランタの花が遅れて咲いていた。淡い紫色
の儚

はかな

げな花があちこちで見られた。桜の花よ
り控えめなところが好ましい。
　辿り着いたロッキンハムは結構大きな街で、
巨大なスーパーもあり、日本食品は日本のスー
パーと遜色ない物が売られている。日本から
の滞在者が多いのだと思う。
　周りの景色は外国そのものだが、食生活に
関しては何の不安も感じなくて済みそうだ。
　F 氏のお宅は、目の前が海で、大きなガラ
スのはめられた居間からは、ウインドゥ・サー
ファー達の姿や、美しいサンセットを家にい
ながら見ることが出来る。この感激を奥様に
話すと「毎日の事だから、感激はもうないワ」
との事であった。
　Ｆ氏宅は、平屋の一軒家で、部屋数は、個
室 4 室、リビング・ダイニングが２か所、キッ
チン、トイレ、風呂場等も２か所。日本の住

宅事情からは考えられない贅沢さだ。
　家賃 8 万円ほどと言われたが、海に面して
いない住宅ならば、もう少し家賃はお安いと
聞いた。
　この日の午後、ご近所に住むＦ氏のご友人
家族（Ｋ氏ご夫妻）とカニを採りに海へ出か
けた。と言っても、海に掛かる桟橋から餌を
入れた簡単な釣り道具の網（かご？）を海に
沈めて、カニが入ってくるのを待つだけ。
　６～７分して引き上げてみるともう数匹
入っている。だが、Ｆ氏達はそのまま海に放
り投げて放している。私は、「カニの姿は小さ
くとも美味しいダシが出る．．．。」と抗議した。
　するとＦ氏「甲羅の長径 13ｃｍ以下のもの
とメスの蟹は採ってはいけない規則」との事
であった。「見ているぞ！」とばかりに桟橋の
あちこちに大きな目玉が描かれている意味が
良く分かった。
　釣りをしている私達の後の湾で、白人の母
子がいつまでも波や砂と戯れているのが印象
的であった。どこから来た家族か知らないが、
暇つぶしが上手いと思った。
　Ｆ家では、妻のお客の時は妻が、夫のお客
の時は夫が食事作りを担当するのだと言う。
　私は、夫方の知り合いであったため、Ｆ氏
が晩ご飯の腕を振るわれた。彼の前職は「技
術系ビジネスマン」と聞いているが、どこか
ら見てもビジネスマン風の彼が料理を作れる
のだろうかと気を揉んだ。
　しかし、キッチンで、手品のように次々に
作り出される料理は、熟練の主婦に匹敵する
腕前であった。
　この晩の夕餉のご馳走は、刺身、てんぷら、
焼肉といった日本食のほかに、茄子のシギ焼
風や手の込んだ野菜・豆腐料理、極めつけは、
超豪華なＦ氏特製のロブスターの味噌汁（こ
んな贅沢は始めて）。感激している私に、Ｆ氏
は「ロブスターなんて、ここでは常食」と言
われたが、私に気を遣わせないように言った
のだと思う。なぜなら、スーパーで売られて
いるロブスターはやはり高価だったから。
　Ｆ家を去るとき、彼が言った。「日本からの
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お客は沢山来たけど、家に泊まったのは貴方
が始めて、内緒だよ！」と念を押されたのに、
約束を破って私は書いてしまった。
　海外に長期滞在されている方を物見遊山で
訪ねることの迷惑はいかばかりかと、暖かい
おもてなしを受けて気持ちは満たされたのだ
が、申し訳ない気がして心がチクリと痛む。

質素な暮らしのＮＺ人の家族
　12 月 20 日（ 火 ）HAY へ 引 越 し。 ホ テ ル
代 50A ＄（4,573 円）を長期滞在割引で 36A
＄（3,528 円）共同のキッチンとプール付き。
　隣室にニュージランド人（白人の夫）とベ
トナム人（妻）夫婦。4 人の子供のうち 15 歳
の長女だけはベトナム人妻の連れ子で、8 歳
の男の双子と５歳の女の子の 3 人は、明らか
なハーフで今の夫の子供。と言う家族構成。
　この 6 人家族の食事は、来る日も来る日も、
1 日中生パンと目玉焼きのサンドゥイッチで、
１週間に一度くらい肉・野菜入りのチャーハ
ンか、鶏肉・根菜・野菜入りの暖かい煮込み
料理を食べる。日本人の感覚からすれば、質
素な暮らしの究極に思えるが、家族の誰から
も食べ物の苦情は出ていないようだ。
　彼等は私と同じ広さのツインの１部屋に家
族 6 人で、１か月半と言う長期滞在の予定で
あったため、4 人の子供達の騒ぎように私は
辟易したが、この環境が嫌なら私の方がホテ
ルから出て行く他はない。
　決して裕福には見えない家族だが、滞在中
は家族揃って外出したり、プールサイドでト
ランプしたり、楽そうに毎日を過ごしている
のが印象的であった。
　家族でこんなホームレスのようなショボイ
生活をしていたら、私達日本人は、きっと心
が萎えてしまうと思う。彼等の貧しさに対す
る強靭さを異文化と言うのだろうか？
　今日は日本では冬至（12 月 22 日（木））、
ここパースでは夏至。日本からの旅人である
私にとって、この抜けるような青空は目をヤ
ラレそうに眩しい。

マーガレット・リバーへの１日観光
　パースから小旅行できる場所は沢山ある。
北の方面に行けば、ダーウィンやキンバリー
と言ったオーストラリアを代表する観光地に
も興味をそそられるのだが、今は雨季に入っ
ているため、方向変更して、美しい海や古い
灯台、鍾乳洞などで知られる西オーストラリ
アの観光拠点でもあるマーガレット・リバー
へ行く事にした。12 月 24 日（土）出発。
　パース近郊の、ワイナリー巡りが売りのこ
のツアーが行く先を決定づけた。
　安宿へ宿泊している我々は有名ホテルのロ
ビーまで出掛けて観光バスを待ち、シェラト
ンなどの客はバスが迎えに出向く。この臆面
もない差別対応に誰も何も言わないのがオー
ストラリア流のようだ。
　因みに、シェラトンから出て来た客人は、
40 代半ばくらいの日本人夫婦であった。　
　痩身で見るからに神経質で気難しそうな女
房殿の顔を見て、近づけない感じ。今日１日
どう対応したものかと戸惑う。
　観光バスは総勢 15 人で、内 5 人が日本人で
あった。例のご夫婦の他にワーキングホリデー
の幼さが残る若い女性の 2 人連れ。
　8 時出発。11 時間半頃ワイナリー到着。観
光料金にワインの試飲料が入っていると言う
事で、大きなカウンターに小鳥が電線に止まっ
たように横並びで試飲する。
　5 種類試飲したうち、3 番目のが大変美味
しいと思ったら、シェラトンからのご夫婦も
それを買っていた。１本 25.5 オーストラリア
＄（2,332 円）は決して安くはないと思う。　
　ワインが入った事で、気分が解れたらしく、
気難しそうな女房殿が話しかけてきた。
　彼等は、シンガポール駐在の商社マンで、
年末年始の休暇を利用しての小旅行だった。
話をしている内、かなりの良識家で決して嫌
な感じではない事が分かった。見かけで人を
判断してはいけない。歳に何の不足も無いの
だが、修行が足りなかった。
　このワイワイ・ガヤガヤの試飲会なかで、
スカーフで頬っかむりした中東からの留学生
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の女性 2 人だけはワインを飲まず所在なさそ
うに試飲している皆を見ていた。
　「神様なんて居ないわよ」と私はワインを勧
めてみたが、2 人は決して飲まなかった。
　でも、ワイナリーを出る時、お土産にワイ
ンを 2 本買っているのを見た。誰かにお土産
だろうか？ それともホテルに帰って、こっそ
り自分達が飲むのでは．．．。とゲスの勘繰りを
してしまった（よさ恋節の、♪坊さんカンザ
シに習って、♫ムスリム・ワインを買うを見
た！）。
　この後は広大な自然公園で、鷹やふくろう
に餌付けをしている所（ネズミを丸呑みにす
る風景）を見たり、巨大な鍾乳洞、岬に立つ
1835 年築の由緒深い灯台巡りと、盛り沢山の
お決まりスケジュールの中で、身も心も癒さ
れたのは、最後に辿り着いた透明度の高い美
しい白砂のビーチであった。人間も動物だか
ら、水を見ると生き生きしてくるのが分かる。
　何故こんなに美しいところに日本人が住ん
でいないのか在住の日本人に聞いて見た。原
因は、交通の便が良くない事にあるようだ。
　スーパー等でも日本の食材等は殆ど売られ
ていないとの事。たかが食べ物、されど食べ物。
食文化の奥儀は侮れない。
　パースの観光バスは、バスの中で唄ったり、
騒いだりがないので、静かに外の景色を満喫
できた。何もしない事がサーヴィスの場合も
あると思う。ツアー代 1 日料金は、昼食付 A
＄144（14,112 円）。
　チケット購入時 1 日のツアー代としては高
いと思ったが、この日ホテルに戻ったのは夜
21：15 という盛り沢山のスケジュールであっ
た事を思えば、むしろ安かったのかも知れな
い。ただし、晩ご飯は付かない。

パースのクリスマス
　ツアーから帰った夜、ホテルのプールサイ
ドで従業員達が小パーティをしている。考え
てみれば、今宵はクリスマス・イヴであった。
ステレオの大音響は部屋の中でも TV の音が
聞こえないくらいだ。「ボリューム下げてくれ

ませんか？」と頼んで見たが、「今夜だけは朝
までお許しを！」と丁寧に断られた。
　翌 25 日（日）のクリスマスには早朝５時頃
から、従業員達が着衣のままプールに飛び込
み大騒ぎをしている。
　気温 17℃の朝のプールは寒いらしく、男女
とも鳥肌になっていた。若いとは言え、夜通
し沢山酒を飲み冷たいプールに入るのは危険
極まりないと思うが、この日だけは無礼講ら
しく、誰も咎めない。
　朝、滞在者１人１人の部屋の窓枠に、プレ
ゼントが配られていた。ホテルのオーナーか
ら「shin（信）クリスマスおめでとう」とのカー
ドと共に、靴下にはキャンディやチョコレー
トが入っていた。
　日本で「弘法大師の命日にボタ餅を配る」
等という話は聞いたことがないので．．．。　宗
教的なプレゼントを私まで貰ってよいのかど
うかホンの少し戸惑いがある。
　ホテルのバカ騒ぎに耐え切れず、朝食後、
疲れた体に鞭打って、街の目抜き通りに出て
見て驚いた。街には誰１人いない。美しく飾
り付けはしてあるものの、死の街のようで不
気味だった。全てのシャッターも下りている。
　　
　皆どこへ行ってしまったのだろう？　イヤ、
何処へも行かずに家の中で家族と共にクリス
マスを祝っているのだろう。
　わが宿泊ホテルだけがパース中の静けさを
破ってバカ騒ぎしている感じだ。
　夏だと言うのに私の滞在中は決して暑過ぎ
る事はなかったパースだが、湿度がなく、風
が少しあるせいか、夜などは肌寒く感じる事
もあった。しかし、言葉、食べ物、交通の便
などを考え合わせると高齢者が概ね快適に暮
らせる都市だと思った。

パースからアリス・スプリングスへ
　12 月 29 日（木）。さあー、我がオーストラ
リアの旅の始まりだ！　次の訪問地は、この
国の観光名物のエアーズ・ロックへ行くため、
12：20 発の航空機を予約。
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　ところが、出発当日の朝、私の携帯にカン
タス航空から電話が入った。「あなたが予約し
た 12:20 発の便は 2 時間遅れの出発となりま
した」。
　私の方は、既に空港までの車も予約済みな
ので「何故ですか？」と質問すると、「分かり
ません。とにかく 2 時間遅れですよ！分かり
ましたか？」と確認すると電話は切られた。
　そんな訳で、2 時間遅れを知りながら早々
と空港に着いてしまった。
　私は旅のスケジューを決めるため、ガイド
ブックの読みに余念がなく、空港で退屈して
いる暇はなかったが、急な飛行機便の変更だっ
たので、お昼のお弁当を持っていない。
　空港には沢山の飲食店はあるが、急に便の
変更をした場合、「食事代は航空会社が持つの
が一般的だ」という思いから、カンタス航空
のフロントに聞いて見た。
　すると、いとも簡単に「フロント近くのレ
ストランで航空券を見せて、食べて下さい」
との返事。ならば何故、放送を掛けて空港内
の乗客全員に知らせてくれないのか？　申し
出ない人は、お昼ご飯をもらえない仕組みだ。
　カウンター近くでは、日本の若い男女が大
勢お腹をすかせて静かに待っている。顔見知
りになったカップルにこの事を教えると、口
コミで、次々と伝えられたが、時間も迫って
いたため、お昼ご飯を貰ったのは、日本人で
はごく限られた人達だけだった。
　電話で飛行機の遅れた理由を「分からない」
と言った航空会社であったが、フロントで聞
いたところ「午前便の乗客が少ないため、ま
とめて 1 便だけ飛ばす事にした」との説明で
あった。
　ホテルも決まっているので、夕方までに到
着すれば良いと思っていた私は焦る気持ちは
ないのだが、仕事が絡んでいる皆さんには迷
惑千万な話だと思う。
　3 時間 40 分のフライト時間のうち、2 時間
近くは、この国の豊かな穀倉地帯を飛行した
が、後半は、砂漠と化して、荒れ果てた赤土
の上空を飛んだ。この距離は、北海道から沖

縄よりも遠い、広大な国土を持つ国と言うこ
とが分かる。
　
アリス・スプリングスのアボリジニ
　アリス・スプリングスはパースとの時差 2
時間。40℃を越える蒸し暑さが待っていた。
パースの爽やかさが恋しい。
　こんな地の果てに来てもホテル代はパース
と変わらない値段であった。ホテル・メラン
カ 53A ＄（4,847 円）。冷蔵庫、AC も付いて
いるが、AC は猛暑のためか殆ど効かないう
え、10 分毎に釦を押さないと冷房が切れて部
屋は蒸し風呂状態になってしまう。この作業
は以外とイラつく。夜はどうしたものかと心
配したが、砂漠の気候と同じで、日が暮れる
と気温は下がって AC は不要となった。
　翌朝街へ出て驚いた。多くの黒人達が街に
溢れていた。この国に先住民のアボリジニが
いることは書物等で知っていた。
　でも、私の頭の中ではオペラ歌手のキリテ・
カナワの少し肌の色は浅黒いがすっきりと垢
抜けした瀟洒な容姿を連想していた。ニュー
ジーランドのマウリ（族）とオーストラリア
のアボリジニ見た目もかなりの違いがある両
者を私は混同してしまっていたようだ。
　従って、ここで見かけたアボリジニの容姿
は全くの黒人であった。アフリカ系の黒人は
概ねスタイルが良いが、アボリジニは首が短
く、鳩胸で、髪は縮れていないのが特徴のよ
うだ。要するに、かなり醜い容姿の人が多い。
　「アボリジニはオーストラリア政府に手厚く
保護されている。だから生活には困らない。
とホテルの人達から聞いていたが、私が見た
限りの彼等の生活は決して裕福には見えな
かった。
　 彼 等 に 対 す る 呼 び 方 も、 現 地 の 旅 行 会
社 で 私 が 先 住 民 と 言 う 意 味 で ア ボ リ ジ ニ

（aborigine）と言ったら、旅行社の女性から、
オーストラリア生まれの土地の人と言う意味
から（native）と言った方が良い。と注意を
受けた。
　彼等に対する差別意識がない私に、眉をひ
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そめる事はないでしょう。「あなた達こそが、
オーストラリアで最も住みにくい、この土地
に彼等を追い込んだのでしょう？」と言いた
かったのだが、双方に不快感が残るだけ、と
思い言葉を呑んだ。それに英語圏の人達と英
語で論戦を張れるほどの語学力がなかったこ
とが返って良かったのかも知れない。
　ネィティブ（native）と呼ばれている彼等は、
諸外国の貧困層に比べれば雨露凌げる家があ
り、多分、最小限の生活は出来るとは思うが、
われら観光客を見ると「2 ＄頂戴」と、手を
差し出す彼等はどう見ても貧困層だ。
　スーパーから出てくる彼等の買い物袋の中
身は、大瓶のコーラやジュースとお菓子、菓
子パンの類を山のように抱えている。食事の
バランスが悪いことは歴然としている。
　従って、ここで見た殆どの人達が、超肥満体。
　お風呂に入らないらしく、彼等が近くに来
ると吐き気を催すような腋臭の臭いがする。
　仕事がなくとも、ギリギリの生活は出来る
らしく、働いていない人が多いようだ。駅周
辺に 60 ～ 80 人の裸足のアボリジニ集団がた
むろしている姿を見た時は、正直な所不気味
であった。
　こんな状況は一体何が悪いのだろう？わず
かばかりの生活費をあげるより、キチンと仕
事に就かせる方が人間的扱いに思えるのだが、
それを阻んでいるものは一体何だろう？
　旅から帰った私は、日本の TV で「アボリ
ジニの長い生活習慣や文化は、農耕作業や、
勤務時間に縛られる事がなかったため、欧米
式生活習慣を押し付けた事に無理があった、
との反省はあったものの、今後の彼等の生活
指導の困難さをオーストラリア政府は実感し
ている」と言う番組を見て、他民族との同化
の難しさを知った。

神様の住むエアーズロックへ
　12 月 31 日（土）。巨大なエアーズロックか
ら初日の出を見るため、大晦日の朝 5：30 生
暖かく、薄暗い夜道を客を乗せたマイクロバ
スはホテルをスタートした。

　客の殆どが、オーストラリア各地から来た
国内観光の人達であったが、イギリスからの
子供連れ家族を含めて、観光客は 17 名ほどが
一緒だった。うち日本人 3 名（メルボルン大
学留学中の正宏君通称「マサ」（23 歳）と幼
稚園教師だった幸江さん通称「サチ」（35 歳）
と私）。
　地図で見るとアリス・スプリングスから 1
～ 2 時間ほどの距離に見えるエアーズ・ロッ
クだが、ガタガタバスで走る事 5 ～ 6 時間。
340 ｋｍの距離と言われたが、私には良く分か
らない。するとマサ君が、東京→名古屋間だ
と教えてくれた。「こんなオンボロ・バスで？」
今度は私の方がデングリ返りそうだった。
　エアーズ・ロックまでの景色は、殆どが荒
涼とした砂漠で、時折見える樹木には、何故
か野生のラクダが群がっていた。
　お昼時間になると、同行の現地スタッフが
食事の用意をしてくれた。厚切りトーストに
美味しそうなハム、チーズ野菜サラダとコー
ヒー、紅茶からお菓子まで付いた。
　スタッフ 2 人のうち 1 人はアボリジニの青
年で、彼は、はにかんだような笑顔で甲斐甲
斐しく私達の面倒を見てくれた。
　１つだけ、驚いた事は、食後洗剤で皿を洗っ
た後、水ですすがず、泡だらけの皿を直ぐに
布巾で拭いたことだ。皆と話しながら拭いて
いたので、水すすぎを忘れたのだと思った。
　ツアーはサンセットに間に合うようにスケ
ジュールが組まれているのだが、残念なこと
にこの日は夕陽が岩に沈む瞬間だけ雲が掛
かってしまった。
　この日も日没寸前までは赤く燃えた事に変
わりはなく、神秘的な夕暮れであった。
　夕闇迫る頃、エアーズ・ロックを背景にみ
んな思い思いのポーズで記念写真を撮った。
　逆立ちを撮って欲しいと言う変わり者もい
た。デジカメを覗いて見たら、美しくＶ字に
開脚した足がエアーズ・ロックを持ち上げて
いると言うユニークなポーズであった。
　神様が宿っているとは思えないが、一見の
価値のある巨大な岩だ。岩の大部分はまだ土
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の中にあるというから驚きだ。
　暖かく素晴らしい夕焼けに皆満足してテン
トのホテルに戻った。
　晩ご飯は、バーベキューであった。流石は
牧畜の国。ふんだんに牛肉や新鮮な野菜が振
舞われ、夕食を堪能した。
　お酒の好きな人には、ビール、ワイン、ウ
イスキーなども無料で振舞われた。
　夕食後の皿洗いで、やっぱり洗剤で泡だら
けの皿を布巾で拭いている。
　オーストラリア在住のマサ君にこの事を聞
いてみたら、「この国では、水ですすがないの
が普通」との返事であった。彼は、「もうすっ
かり慣れました」とのこと。
　郷に入っては郷に従えなのだが、オースト
ラリアの洗剤には毒性はないのだろうか？
　私達は旅行中の数か月で済むのだが、ここ
に住む人達は毎日洗剤を少しずつ舐めている
ようなものではないのか？　洗剤の残りで肝
臓を悪くすることはないのだろうか？「砂漠
と化してしまったオーストラリアでは水が
もったいないと言う発想からだ」とマサ君が
教えてくれたが、私にはやっぱり良い習慣に
は思えない。
　今宵は電気もトイレもないテントの中で、
寝袋に入って眠るのだ。私はテント初体験。
　テントから離れた所に水洗トイレも、熱い
お湯の出るシャワーもあって問題はないのだ
が、漆黒の夜のしじまの中を懐中電池を点け
て歩く夜中のトイレだけは少し怖かった。
　やま女のサチが同じテントでなかったら心
細かったかも知れない。
　
エアーズロックで初日の出
　1 月 1 日（日）。初日の出を見るため、早朝真っ
暗なテント村を後にする。車で 10 分ほどでエ
アーズ ･ ロックに到着。大型バスで来た各国
からの観光客でごった返していた。
　間近で見る岩は、小山ほどもあり圧倒され
る。希望者は所定のルートから岩の上に登っ
ても良いのだが、バスの一行のうち希望者は
私達日本人の 3 人だけであった。

　大勢の人達が一列に並んで岩に登っている
姿を離れた所から見ると、アリの行列を見て
いるようだ。私達もアリになって岩登りを開
始した。
　途中私のペット・ボトル（水）がズボンの
ベルトから外れて数十メートル下の岩の窪み
に落ちてしまった。用心深い私のベルトから
なぜ外れてしまったか不思議だった。
　マサ君が言った「ウルルに住む神様から、
水が欲しいとの要求では．．．？」うーん、や
はり神は居たか？　居たか！等と言っては罰
当たり。「おいでになった」に訂正します。
　岩の頂上から見る景色は、360°人工的なも
のは何一つ見えない大自然を見渡せるのだが、
荒涼とした大地は、私の目には寒々とした風
景に見えた。
　ウルルの初日の出は確かに感動的であった
が、岩の上は各国からの観光客で溢れ、風情
も何も有ったものではない。年配の日本人観
光団が岩の上で「万歳三唱」をしていた。
　マサ君は「恥ずかしい行為だ！団体で．．．。」
と不機嫌になった。咎めだてするほどのこと
でもないと思うが、私も万歳三唱は少し場違
いな気がした。
　巨大岩（ウルル）に登った後、ウルルを歩
いて１周して見た。歩数 25,000 歩であった。
　「風の谷のナウシカ（漫画アニメ）」の舞台
になったと言われているオルガ岩群を散策し
たのだが、私はこのアニメを知らないので、
美しい風景と思ったが意味が良く分からない。
　ウルル・カタージュ国立公園を散策中驚い
たことは、辺り一面山火事のため真っ黒になっ
た樹木を見たことだ。強風で、木と木が擦れ
あって自然発火したのだという。
　因みにこの日の気温は 40℃を越えていたう
え、湿度がゼロであったため、お客の健康を
気遣った添乗員は、険しい山道周りの散策組
の人達を、コース変更して平坦な道へ誘導し
たくらいだ。厳しいこの国の自然の一端を見
た。野生と化したラクダの小集団があちこち
で木の枝を食んでいるのも見た。
　ホテルへの帰路は、殆どの人達はグッタリ
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疲れて、泥のように眠りこけた。
　だが、このツアーの一行の中に、帰路も全
く眠らずに話をしているタフな中国人の２人
組がいた。上手な日本語を話す彼等は、日本
の旅行会社でつい２～３年前まで働いていた
と言う中国人のスンさん（32 歳）と 6 年間の
留学経験を持つエキさん（30 歳）のカップル
だ。
　お２人は、「日本は物価高ではあるが、生活
し易い」と言う。赤羽（東京）のアパートに住み、
７万円の家賃を払いながら、食べ物はスーパー
のワゴンの中の特売品の萎れた野菜や、少し
変色した肉を買うと正規の値段の半分くらい
になるので、給料１５万円ほどでも生活は出来
る。と私にノゥ・ハウを教えてくれた。拝聴
はしたのだが、常に食品の新しい日付を選ぶ
私達日本人には真似できそうもない。
　見た目は日本人と同じだが、貧しくとも全
くめげない逞しさがある彼等を私は好きだ。
まさか、萎れた野菜がスタミナ源とは思えな
い の だ が．．。1 泊 2 日 の ツ ア ー 代、A ＄345

（31,550 円）。
観光、食事、貸しテント、添乗員２人付き。

1 泊 2 日（２１時間）バスの旅
　１月３日（火）アリス・スプリングス発
10：00 のアデレード行きのバスに乗車。アデ
レードまで 2１時間のバスの旅。この夜はバス
中泊の予定。文字通り体力がモノを言う。
　出発時バスの乗客は私を入れて 4 人。アボ
リジニの男性１人と白人男性１人、女性１人
で、アデレードまで通して 21 時間乗ったのは
白人女性と私の 2 人だけだった。
　長旅に備えておにぎり、茹卵、鳥の唐揚げ、
果物など大量に持ってバスに乗り込んだ。
お陰で、コーヒー以外はアデレードへ到着ま
で食品を一切買う必要がなかった。
　21 時間の走行中、休憩時間は昼休み 30 分

（13 : 20 ～１3 : 50）と、晩ご飯時 45 分（19 : 25
～ 19 : 55）。なぜか夜中の休憩 40 分（23 : 00 ～
23 : 40）だけ。因みにトイレはバスの中に設置。
　上記以外は、時速 80 ～ 100㌔で走る。アリ

ス・スプリングスを出て数時間の間、対向車
は 1 時間に 1 台くらい。真直ぐの道をひたす
ら走るため、運転手が居眠りしないか気に掛
かる。頻繁に TV 映画の画面を見上げるのも
気になる。　臨月のような大きなお腹のメタ
ボの運転手が、コカコーラの巨大ボトルをアッ
という間に空にしたうえ、スペアも持ってい
ることにも驚いた。体に悪ソー！
　アデレードへ着くまでの道のりで、時差の
調整があった。時間単位ではなく分単位の変
更になったため、日本との時差が分からなく
なってしまった。
　お客はスタート時 4 人だけであったが、途
中からアボリジニの家族が大勢で、布団や毛
布を持って乗り込んでくるのを見た。布団や
毛布を持つにも拘らず、なぜか足の方は全員
裸足だったのもここの文化なのだろうか？
　彼等はバスの前の席が空いていても申し合
わせたように、いつも後ろの席へ行く。そし
てバス代を払っていないように見えた。アボ
リジニはバス代が無料なのか？　その代わり
後部座席へ？　運転手に聞こうと思ったが、
聞いてはいけない気がして確認できなかった。
彼等は、単に後部座席が好きなだけ？なのか
も知れない。
　
アデレードの宿で
　１月４日（水）朝７:10 予定通りアデレ－ド
着。シーズン中とあってホテルがどこも混み
合っていたので、今回は予約を入れておいた。
宿と言っても YHA の安宿なのだが、宿代は
＄63（5,761 円）。清貧の私には結構負担に感
じる値段だ。1 か月滞在すれば宿代だけで、
173,000 円にもなるからだ。
　早朝に着いたため、入室できずにいたら、
フロントの女性が「先にシャワーを浴びて朝
食でも済ませては．．．。」と荷物を預かってく
れた。こんなちょっとした気配りは流石は観
光立国オーストラリアだ。
　長旅の疲れを癒すシャワー室も大きな台所
も清潔で嬉しい。
　ただ、若い家族づれが多いため、食事時間
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になると食堂はさながら保育園のように騒々
しくなる。
　極めつけは、痩せた若い父親が 1 歳に満た
ない赤ん坊を負ぶったうえ、3 歳と 5 歳の子
供のお守りをしながらご飯造りをしていて、
お鍋を焦がし、台所中黒煙が立ち込めた時は、
つくづく安宿にいる事が嫌になった。
　この宿にもご多聞に漏れず、日本の若者が
何人か投宿していた。その中の 1 人が、増田
さん（29 歳）で、こう言う宿に不慣れな私に、
宿での過ごし方や、街の様子、観光名所など
を親切に教えてくれた。　
　彼女は名古屋出身で、日本では高校教師を
していたと言う。念願のオーストラリアを長
旅したいがため、仕事を辞めてここで果物を
もぎ取る（ピッキング）や箱詰めをする（パッ
キング）のバイトで稼いでは旅をしていると
の事であった。日本人が長旅したいと思えば、
仕事を辞めて旅に出なければならない。
　欧米の旅人は 1 ～ 2 か月間ならば問題なく
休みが取れると聞いた。
　日本人は遊んでいることは「お天道様に申
し訳ない」的な考えが今も若い人達の間にま
だ残っているような気がする。
　聡明な増田さんの話は面白く、大いに盛り
上がった。市場で買ってきた、鶏肉と卵で「親
子丼」を造って腹ごしらえをしては、午後か
ら夜まで話し込んだりもした。
　少し気になった事は、彼女が日本で見たパ
ンフレットには、「オーストラリアには仕事が
沢山あって、1 日ピッキングで働けば 1 万円」
との謳い文句であったが、実際には 1 週間に
2 日間仕事があれば良い方で、全く仕事のな
い週が数週間続く事もあり、生活に窮した若
い女性が売春に走った例もあるという侘しい
話もしてくれた。
　だが、増田さんもお金がなくて、その友人
を助けることができず、辛い思いをした経緯
を話してくれた。
　だが、その友人の方は「体なんて使って減

るものでもないし．．．。」と意外と平気であっ
たとか。あー何というユニークなお考え。一
部の人とは言え、ここまで落ちたか！
　こんな時、何と言えば良いのか、私は言葉
を失ってしまった。
　後日、増田さん自身もアルバイト先で知
り合ったアメリカ人の若い男性（21 歳）と、
YHA よりも、もっと安い部屋を借りると言っ
て YHA を出て行った。
　彼女等の部屋を見せてもらったら、3 畳ほ
どの部屋に 2 段ベッドが入っていているだけ
で、足の踏み場もない狭さだった。アメリカ
の若者との投宿は、単なる方便なのか、ほん
の少しの恋愛感情があっての事かは不明。
　しかし、仕事の有無は季節や地域にもよる
ことが多く「3 か月間、毎日 2 ～ 300 ＄稼いだ」
と言う若者の話もこの旅で聞いた。
　
アデレードの街並み
　投宿している YHA から北へ歩くこと 15 分。
アデレード大学の周辺がこの街の中心部だ。
　ランドル・モール界隈を除けば、華やかで
はないが緑が多く落ち着きのあるクリーンな
街と言う印象を持った。
　前述の増田さんが要領よく街を案内してく
れたお陰で、半日で目抜き通りを全部廻わる
ことができた。
　この大き過ぎない街の程の良さも気に入っ
ている。食料品の値段も比較的安かった。
　スーパーマーケットには、殆どの日本食が
そろっていて日本人が暮らすには食事の面で
苦労する事はなさそうだ。
　この街にも無料バスが（№ 99）が走ってい
て、バスを上手く乗り継げば街の見所の殆ど
をただで廻ることができる。
　旅人にとっては有り難い事なのだが、なぜ、
この国では日中だけとは言え、無料でバスを
走らせる事ができるのか？　
　オーストラリア②（メルボルン、キャンベ
ラ、シドニー、ゴールドコースト）へ続く。
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１．計画概要
　東海支部のロングステイ下見場所として希望
が多かったインドネシアへのツアーが、23 年度
行事として行われたので、私見を交えて報告し
ます。
　インドネシアに長年勤務された 487 横井保夫
さんをリーダーとして、日程・場所を決めた。
基本コースは名古屋→ジャカルタ 4 泊→バンド
ン 2 泊→ジャカルタ 2 泊→ジョグジャカルタ 3
泊→バリ 2 泊→名古屋で、基本コース以外にも、
途中参加やチェンマイ・KL などから参加する人
も多くいた。前者が５人後者が11人の合計16人。
また、宿は横井さんの知人に依頼し、航空券は
各自が手配した。

２．内容
　私は基本コースに参加した。飛行機はガルー
ダ航空、名古屋→バリ経由ジャカルタ→ジョグ
ジャカルタ→バリ→名古屋で、価格は 12.2 万円
とやや高かった。他国滞在からの参加者は KL
経由のエアアジアが多かったようだ。
　ロングステイ下見としての、アパートや日本
人の家の見学はジョグジャカルタのみで、あと
は観光旅行の色彩が強く、車をチャーターして、
観光や食事に行くパターンが多かった。

　ジョグジャカルタのアパートは 1 ルーム～
1DK で 3 ～ 5 千円 / 日、3 万円 / 月程度だが、
設備がやや古く、部屋がやや暗く、緑が多いので、
隠れ家を好む人向きの印象だった。
　物価は日本の半額位で、ジャカルタやバリな
ど大都会や観光地は他の町より 3 ～ 5 割位高い。
全体としてチェンマイより少し高い。例えば、
マッサージ 400 ～ 1200 円、チップ 100 ～ 200
円、ミー・ナシゴレン 220 ～ 500 円、スパゲティ
700 円、缶ビール 140 ～ 180 円、ゴルフ 5000 円
くらい（消費税 21％込み）。慣れればもっと安
い所もありそうだ。

インドネシアロングステイ下見ツアー
2012. 2. 17（金）～ 3. 2（金）

東海支部　No.208　小林　明広　

ジャカルタのアンチョールリゾート

ジョグジャカルタ訪問した家の１つ

ボロブドール
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　ＹＷＣＡ(注)の派遣ボランティア・コーディネー
ターとして、私は平成２３年７月２９日～８月２
日まで、宮城県との県境の町、福島県相馬郡新
地町に行きました。
　滞在初日は、明け方に発生した震度５弱の地
震で起こされ、枕元に置いていた鞄ではなく、
枕を抱いて廊下に出てしまいました。
　コーディネーターの仕事は、「新地町災害ボラ
ンティアンター」内の受付業務等が主で、被災
現場を目にすることなく、日常業務に追われる
毎日でしたが、宿泊所に戻る際に乗車したタク
シーの運転手に被災現場を案内してもらいまし
た。運転手の住宅も被災地域にあり、当日（３
月１１日）は高さ１６メートル以上の大きな黒い
壁のような津波から、迂回路を通り間一髪で助

　

かったと話されていました。車が海岸沿いを走
行するにつれて、見渡す限りの荒野に一本の道
路がありました。この場所には震災前は、両側
にびっしりと家々が建ち並び、賑やかな生活の
営みがあった釣師町だそうです。人々の息遣い

　観光ではジャカルタ市内・動植物園・温泉・
ボロブﾄﾞ―ル・バリ島などを見て回った。
　食事は、いろいろなインドネシア料理を堪能
したが、夜の食事はほとんど毎日宴会で盛り上
がった。極めつけは横井さんのインドネシア語
の歌で、これが現地の人に受けて拍手喝采を浴
びていた。
3. 印象・感想
・バイク・車が多く、都市部では渋滞が多発し

ている。また車が途切れず、道を渡るのに大
変苦労した。

・滞在地としては、高原で涼しいバンドンかボ
ゴール付近、又は今回下見したジョグジャカ
ルタあたりが候補。季節は 7 ～ 9 月が乾季で
過ごしやすい。

・一般の場所では問題は無いが、空港、駅、外
国人の行く市場やビーチなどでは高額な要求
をされる事が多いので注意が必要。

4. 費用（基本コース 15 日間、単位は万円）
合計 25.4 ＝航空券 12.2+ 宿泊費 7.8+ 生活費 5.4

・クレジットカードのレートは現金両替のレー
トと殆ど変らず、約 110 ルピー / 円だった。

5. 終わりに
　いろいろなアクシデントがあり、高額なタク
シー料金を吹っかけられたり、風邪で高熱を出
して病院の世話になったり、暗い夜道で深い溝
に落ちたりした人がいたが、大きな問題に至ら
ず幸運だった。また横井リーダーのおかげで色々
な所を見学し、いろいろな料理を満喫できた。

タナロット寺院と横井さん

- - - 夏の記憶　被災地 ---
東日本大震災ボランティア体験

関東甲信越支部　No.513　青木　方子　
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　その時々の機転を含めた運が絡み合い、生死
の分れが生じた無常を感じました。
　被災地の皆さんは「生かされた」のだから「生
きていかなくてはならない」と前向きに頑張っ
ている姿には頭が下がります。
　国や県が明日への希望に繋げる支援をもっと
強く、迅速におこなってくれる事を切に願いな
がら現地を後にしました。
　そして、この６月新地町を訪れました。
　見渡す限りの地は、その下に津波の痕跡を見
出せない程の雑草に覆いつくされています。当
地はまだまだ風評被害やがれきの問題等が山積
しています。
　そんな中で、何人かの地元の方々の笑顔に出
会えました。その笑顔が前向きに頑張っている
方々の復興の原動力となり、また生きる糧にな
れると信じたいと私は強く思います。

（注）ＹＷＣＡ   （Young Women's Christian 
Association）は、キリスト教を基盤に、世界
中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、
女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守
られる平和な世界を実現する国際 NGO です。
なお、本文についてはＹＷＣＡ機関誌「あゆみ」
に掲載した内容です。

を感じさせるものは何も残ってはいません。か
つての町の面影を偲ぶものは、津波で跡形もな
く流された家の土台のみです。そこに雑草が生
い茂り、荒涼としたこの現場に立つと、テレビ
の画面を通じて認識していた被災地よりも、胸
が張り裂けそうな悲しみに満ちた無言の大地だ
けがありました。
　最終日の午前中、津波で被害を受けた住宅の
瓦礫の撤去をボランティアとして体験しました。
ヘルメットと安全長靴と厚手のビニール手袋を
はめ、粉塵のためのマスクを付けて現場に向か
いました。住宅の一階の部屋は泥と瓦礫が覆い、
異臭を伴う現場に一瞬どう手をつけてよいのか、
わからず呆然としてしまいました。瓦礫の一つ
ひとつが住人の方にとってはかけがえのない大
切な物と、丁重に泥を取り除きましたが、風化
した品は拾い上げると手の中から崩れてしまい
ます。その中から、アルバムや遺影を見つけま
した。さらに家主が手の甲に大きなサポートを
していたのは、自宅の二階に逃げた家主の胸元
まで津波が押し寄せ、引き波で身体を持ってい
かれないように、必死に鴨居につかまり、その
際に大怪我をして、皮膚移植をしたとのこと。
助かったことは運がよかったと話されていまし
た。
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・日程　２０１２年２月２７日～４月１２日
・Air　タイ国際航空　　１４２,６００円

・旅行への始動
　昨年７月頃、チェンマイ在住の鈴木通弘さん
の呼びかけによる、１０名限定で募集。ＮＺの人
気があるのか当初１６名が応募、最終的に観光組
４名・ゴルフ組６名の構成となる。
　観光組は一ヶ月、ゴルフ組は４６日の日程を組
み、メールでのやり取りと都合３回の打ち合わ
せを大阪市内で実施・・・主に持参する食料品、
衣類、気候などなど。
　気になるのは、為替でＮＺドルが、徐々に値を
上げ＄６７～＄７０で推移。
　使用する航空会社を色々調べたが、タイ航空
が価格・手荷物等で最適と判断し決定。
　ＢＫＫ空港で、鈴木さんと合流し、オークラン
ド（ＡＫＬ）に向かう。

・さあ　ＮＺワンガマタだ！！！
　２月２７日　ＫＩＸ１１：００発　ＢＫＫ経由２月
２８日　ＡＫＬ１３：３０着
　２８日　ＡＫＬＡＰＯは少し肌寒く、長袖・ジャ
ンパーが必要でした。
　まず、レンタカーを２台借り、アジアンマー
ケットで食料調達する。夕方、滞在するワンガ

　

マタに到着　ホームステイ先で全員のウエルカ
ムディナーをご馳走になる。
　２９日　全員で周辺観光と食料買出し、午後　
早速ゴルフプレーする人もいた。
　３月１日～１９日
　レンタルハウス６人は、朝昼晩と食事を作る、
ホームステイ４人は朝晩食事付。
　昼食は全員集まって摂るようにする。食事当
番・食器洗い当番などを決め共同生活の始まり
である、レンタルハウスは３ＬＤＫに６人、くじ
引きで３人は居間のソファーと床にシーツを敷
いて寝るスタイルで学生時代の合宿さながらで
した。
　こんな中、観光組は、トレッキング・乗馬・釣り・
ノースランドへ遠征したりと楽しんでいました、
３月１３日より北島観光と一部南島観光に出発、
その後、事故も無く無事日本に帰国されました。
　一方、ゴルフ組は、メンバーコースのワンガマ
タＧＣ・ウィリアムソンＧＣを主戦場に、多少の
雨でもほぼ毎日プレーをする人が多かった。何時
行っても無料なのと、小さな町なので他にする事
がない・・　それとスコアーカード１０枚を提出
するとＮＺ全土で通用するハンディが取れ、コン
ピューターに登録され後々便利であった。買い物
には毎日行き、食べたいものを購入（肉・サーモ
ン・ハム・ほうれん草・パン等）果物はオレンジ・

NＺゴルフ旅行記
関西支部　No.816　有元　義晶

NZ ワンガマタ GC の夏季会員券 レンタルハウスのテラスで全員昼食中
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りんご・キーウイなども廉価でした、ワイン・ビー
ルも特価で購入し、毎日ガブ飲み、皆さん体を悪
くするのではと心配しました。夜は、近くのバー

（ラグビー観戦・ダーツなどしながら酒が飲める）
に繰り出し、フレンドリーなキーウィと談笑して
いる人もいました。

・北島観光とゴルフ
　３月１９日は、久し振りの大雨、皆さん休養と
パソコン勉強。
　２０日　温泉で有名なロトルアに出発　午後、
雨も止みロトルア湖畔のポリネシアスパで体を
癒す。夜はディナー＆マオリショーを見学・出
演する＄６０・・中々迫力がありオーストラリア
人、中国人観光客が多かった。
　２１日　午前　ロトルアＧＣでプレー（ホテル
とゴルフパッケージ）カート代のみ・・＄２０
　午後　ワイオタブサーマルワンダーランドを
見学、地熱地帯で黄色・赤道色・緑色などの温
泉地１ＫＭが見学ルートとなっている・・・＄３５
　２２日　午前　ロトルアＧＣでプレー（この日
はトランダ－を借りる）＄５
　午後　タウボに向かう　タウボ湖畔散策　マ
オリの結婚式に遭遇し見学。
　２３日　午前　ワィラケイＧＣでプレー　グ
リーンフィ＄７５　カート＄２５・・・ＮＺで有名
なゴルフ場ですが、この日は目土していた為、
割引がありました。
　午後　ジェットボート＄１０５・・・水量豊富な
ワイカト川で約４０分ずぶ濡れになりながらスリ
ルを楽しみました。　

　２４日　午前　ネイピアに移動　１４０ＫＭ　ワ
インの生産地で有名であり、王子製紙のパルプ
供給基地でもある。
　午後　ワイン工場見学＄１５、近くのワインレ
ストランで遅い昼食＄４０
　２５日　午前　ネイピアＧＣでプレー　グリー
ンフィ＄４５　カート＄３０
　午後　ネイピア～ウェリントンに移動　３２０
ＫＭ　どこか北海道の田舎に似ているが、牛・
羊の牧場が多い。
　２６日　午前　ウェリントン市内見学・・・貸
切小型観光バス＄３９　首都の為か、白人・黒人・
黄色人と色々な人種が混在、観光客も多い。人
口２０万人、国会議事堂・劇場・美術館などがあ
り、政治と文化の中心地。
　午後　ミラマーＧＣでプレー＄３０・・・空港に
近く、グリーン修理中であった。
　２７日　ウェリントン～ニュープリマス移動の
み　３５０ＫＭ　なだらかな地形で、見渡す限り
牧場ばかり、ドライブとしては退屈。
　２８日　午前　ニュープリモスＧＣでプレー
　グリーンフィ＄４０　トランダー＄５　背後に、
富士山そっくりなタラナギ山（２５１８Ｍ）があり、
トムクルーズ主演の「ラストサムライ」のロケ
地として知られている。
　午後　ワイトモ洞窟の「土ホタル」を見学
＄３９・・・立派な建物から舟に乗り洞窟の中
で昆虫の幼虫が獲物を誘う為、光を放っている
様は感動ものでした。
　２９日　ハミルトン・・・小雨の為、市内見学
　２階建てのモーターロッジに泊まるこの夜、

ロトルアのポリネシアンスパで タナナギ山（富士山そっくり）をバックにゴルフ
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バスルームの小窓からドロボーの侵入未遂が
あった、同僚が目を覚まし撃退したので難を防
いだ、ハミルトンでは結構あるみたいだ。
　３０日　午前　ナロウＧＣでプレー（ロッジと
ゴルフパッケージ）トランダー＄５のみ
　午後　休息
　３１日　午前　セントアンドリュースＣＣでプ
レー（ロッジとゴルフパッケージ）＄５のみ　イ
ギリスの名門コースとは関係ないようですが、
１９０３年開場と古く今回のプレーしてみたいゴ
ルフ場の一つでした。
　午後　ＡＫＬへ移動　１１０ＫＭ
　 ４ 月 １ 日　 終 日　 市 内 観 光 ＆ ク ル ー ズ
＄１４０・・・アイサイト（インフォメーション
センタ－）に立ち寄ると、神戸出身の男性が働
いており、このコースを勧められる。ＡＫＬはＮ
Ｚ随一の都会で「セールオブシティ」と呼ばれ、
湾内にはヨット・ボートであふれて、日本には
無いスケールでした。また、アメリカズ・カッ
プで優勝した艇が展示されています。ＡＫＬ博物

館に立ち寄りましたが１時間では見たり無い広
さと展示物がありお勧めです。
　２日～１１日　ワンガマタに再び帰り、所属ク
ラブでゴルフプレー　８ラウンド
　６～９日はイースター期間の為、静かな田舎
町が大賑わい、観光客で溢れていました、８日
はスーパー・商店が休みで食事はストック品で
凌ぎました。
　４月１１日　ＡＫＬＡＰＯ　１２：４０発　ＢＫＫ
経由　１２日　ＫＩＸ　０７：００着　皆さん大きな
病気・事故も無く無事帰国でした。

・終わりに
　ＮＺの紹介は、Ｈ２１年１０月２４日発行の季刊
誌 No４６に、鈴木通弘さんが詳しく掲載されて
いますので省きますが、どの都市も清潔・空気
がうまい・治安がいい・フレンドリーである為か、
日本からのワーキングホリデーも多くその流れ
で長く居住する人もいるようです。ビックリし
たのは裸足で町を歩いている人・サンダル履き
が多いことでした。
　全行程をレンタカーでの移動でしたが、道路
も完備されており、一番のお勧めだと思います。
今回の旅行は、Ｎ o９０９　鈴木通弘・康央さん
によるサポートがあり、感謝・感謝です。
改めて、お礼申し上げます。

・費用概算
レンタカー　44 日間レンタル料　　　　　　

$2772 ÷ 6 人＝ $462
　　　　　　ガソリン代　3300 Ｋ m 走行　

$840 ÷ 6 人＝ $140
宿泊費　 　 ホームステイ＠ 60 × 10 日＝ $600
　　　　　　レンタルハウス＠ 400 × 3 週間＝

$1200 ÷ 6 人＝ $200
　　　　　　モーターロッジなど 13 泊　$1042
ゴルフ　　　サマー会員券 $300 トランダー $70
　　　　　　その他のゴルフ場 11 ヶ所  　 $365
飲食費　1 日当たり＠ 25 × 44 日＝ $1100
観光・レジャー　10 ヶ所　　　　　　　　 $500
土産・その他　　　　　　　　　　　　 　$400
　　　　　　　　　　合計　　　　　　　$5179

憧れのセント・アンドリュース CC の一番ホール

AKL タワーとヨットの群れ
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１） 平成 24 年第１回北海道支部総会及び情報
交換会

（１） 日時　平成 24 年 6 月 2 日（土）
（２） 場所　かでる 2・7
（３） 参加者　２９名（関東甲信越支部、東海支部、

関西支部から５名参加）
（４） 議事

ア　支部長会議の報告
イ　会計報告
ウ　会計監査報告
エ　新入会員紹介
オ　北海道滞在中の№ 619 鈴木幸雄様に「台

湾情報」を、お話して頂き、良き情報を
得ることが出来ました。

カ　長期滞在報告
　・№ 906　佐藤勝治様のイタリアクルーズ

報告
　コスタパシフィカ号での６泊７日のイ
タリアクルーズにての食事の事、船内は
外国語を喋れなくとも問題なしと、ユー
モアを交え体験談を聞く事が出来ました。

　・№ 1318　工藤留美子様のご主人のリタ
イア後の旅行報告
　昨年ご主人が退職されたのを期に、ト
ルコ、上海、フランスと短期間に旅行な
され、これから先のライフプランを交え、
体験なされた事をお話頂きました。

　・№ 1174　青木　裕様の 101 日間の世界
一周クルーズ報告
　イタリアサボナより世界一周クルーズ
に奥様と二人で参加した航路を、世界地
図を用いお話して戴きました。
　ツアーには日本人 6 名のみ、言葉の不
安が有ったようで、ほとんど英語との事、
船内はイタリア語、時々ドイツ語のよう

　

です。
　もう一度行きますかと言われたら、精
神的に疲れるのでこれが最後との感想を
頂きました。

（５） 懇親会
ＰＭ５：00 ～　「宋さんの飲茶」
　２９名参加の方が参加し活発に意見交換が
なされ、他の支部からの参加もあり、有意
義な情報交換できて2時間では足りない位、
たいへん盛り上がりました。

２） ふれあいゴルフコンペ　　Ｈ 24、6、14（木）
　サンパーク札幌ゴルフコース（北広島市）
参加者１１名（女性２名）
　朝は肌寒さを感じましたが、後半は太陽も
顔を出しゴルフには絶好の日となり楽しいふ
れあいゴルフと成りました。
　北海道移住体験なされている、関東甲信越
支部の方々４名も参加頂き、交流を深めるこ
とも出来ました。

３） 北海道支部予定
・第 3 回パソコン教室　Ｈ 24、7、19（木）
　場所：札幌エルプラザ　ＯＡ研修室
　時間：13：00 ～ 17：00
・支部例会・情報交換会　Ｈ 24、10、6（土）
　場所：かでる２・７
　時間：13：00 ～ 16：00

　東北支部としての行事を何もしていませんの
で、私が中学校の同級生達と三陸海岸を見てき
たのを代わりに報告します。

　5月16日、男4名女８名計１２名、自家用車１台、

支　　部　　便　　り

北海道支部便り
支部長　№ 609　三島　克幸

東北支部便り
支部長　№ 498　氏家　孝
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レンタカー 1 台に分乗して仙台を出発、三陸自
動車道を北上、登米インターで降りる。国道４５
号線で南三陸町へ。
　写真１、南三陸町役場の防災センター。３階
建ての鉄骨だけが残っている。ここでは役場女
子職員（２０代半ば）が避難を呼びかける放送中、
津波にのまれ殉職しました。祭壇には今も供花・
お香がたえません。

　写真２、三陸鉄道の鉄橋が至る所で橋桁とも
に流されていました。

　写真３、気仙沼市の仮設の復興商店街で昼食。
　写真４、市内はガレキを撤去した後は土台を
残して後は何もない。鉄筋コンクリートの建物
だけが残った。
　写真５、気仙沼鹿折の陸に上がった大型漁船。
　写真６、陸前高田市の奇跡の一本松、いろい
ろと専門家が手を尽くしてはいますが、生死は
まだ判りません。

写真１

写真２

写真３

写真４

写真５

写真 6
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　写真７、８、今だガレキの山です。（復興には
程遠い）

等々を見学して、夕方宮古市の浄土ケ浜（写真９）
を散策し、宿の「休暇村宮古」で一泊。

　翌日、田老町「万里の長城」（堤防）。でも津
波を止めることが出来ず町は全滅した。景勝地

　

北山崎（田野畑村）の断崖絶壁（写真１０）を眺め、
普代村、野田村、久慈市、八戸市の種差海岸で
お昼の「うに弁当」（写真１１）を食す。八戸の
魚市場でお土産を買い一路仙台へ。午後 6 時半
に到着。多少強行軍の旅でした。

　仙台市の東部地区（海岸から３・４Km までの
地域）も同じですが、ガレキは撤去されたが家
は建てることが出来ない。集団で高台移転の方
針が示めされており、建築費用の二重ローンの
問題等これからの復興は大変だと感じてきまし
た。私個人としても親戚で６名が死亡、仙台の
妹の家、釜石の姉の家が流失、仮設住宅での生
活をしております。

写真７

写真８

写真９

写真 10

写真 11
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●２４年度、支部３役決まる。
６月１６日（土）、関東甲信越支部、役員〈世話役）
会が開催され、２４年度の支部役員３役が選任さ
れました、支部役員（世話役）様ほぼ全員の方
の参加の中で選任されましたので宜しくお願い
致します。
○支部長　ＮＯ，７５０　小松勝正
○副支部長　ＮＯ，９２３　永田隼人
○会計　ＮＯ，４８９　加藤久子
○役員〈世話役）　２０名

●サロン会の開催
　会員相互の交流を図り、情報交換の場である
支部サロン会の充実を図りたいと考えておりま
す。↗

↗○サロン会　○開催回数　年、１０回　○休み
の月　６月　２月
　当支部は１都９県にまたがる、地理的、地域
的にも参加者が限られており当支部の課題とし
て、とらえている、地域でのサロン会等も開か
れているが、さらなる充実が求められている。

●会員相互の協力を
会を運営する人はすべてボランテアであり、会
の役員に業務が集中し過重な負担をかけない様
に支部活動に対しての、会員相互の協力をお願
い致します。

●同好会活動へのご理解
当支部には、パソコン同好会〈勉強会）２ケ所、
テニス同好会、等々活動をされています。
また最近には、ゴルフ同好会を作ったらどうか
等の提案もあります、同好会活動の充実を。

前支部長、佐々木一信様からバトンを受け継ぎ、
支部役員の皆様と協力しながら、楽しい南の会
を目標にして頑張りたいと考えております、な

お前任の支部長、佐々木さんはフイリピンのダ
バオで長期のロングステイを楽しんでいる事を
ご報告いたします。

　月別 実施日時 サロン会 参加者 懇親会 参加者
　４月 　４月１０日（日） サロン会 ７５名 懇親会 ６５名
　５月 　５月２９日（日） サロン会 ６８名 懇親会 ５３名
　７月 　７月１０日（日） サロン会 ３８名 懇親会 ２９名
　８月 　８月１０日（水） サロン会 ４０名 懇親会 ３１名
　９月 　９月２１日（祝） サロン会 １７名 懇親会 　９名
１０月 １０月１０日（祝） サロン会 ６２名 懇親会 ５１名
１１月 １１月１３日（日） サロン会 ４４名 懇親会 ３２名
１２月 １２月　７日（水） サロン会 ３８名 懇親会 ３５名

２４年　１月 　１月　９日（祝） サロン会 ３５名 懇親会 ３３名
２月 　２月１２日（日） サロン会 ３７名 懇親会 ２６名
３月 　３月１４日（水） サロン会 ４８名 懇親会 ３７名

計 サロン会 ５０２名 懇親会 ４０２名

●平成２３年度のサロン会、参加状況

関東甲信越支部便り
支部長　№ 750　小松　勝正
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　最近の東海支部の活動状況は、次の通りです。
　まず、東海支部の会員数ですが、２４年３月末
日現在６７名となっています。
　一時は、１００名を超える勢いでしたが、やや
減少で推移してきました。
　６月末日現在は、新しい仲間も徐々に加わり、
７４名となっています。

１、定例会
　毎月、第２日曜日、１３時から１６時３０分まで、

『ウィルあいち』（名古屋市東区上堅町１・地下
鉄名城線『市役所』駅、２番出口より東へ徒歩
約７分）において、定例的に開催しています。
　４月は、東海支部の総会を兼ねて情報交換を
実施し、５～６月も同様に開催してきました。
出席者数は、月により異なりますが、いつも２０
名前後です。
２、懇親サロン会
　定例会の終了後、場所を会議室から近くのレ
ストラン（日本料理店または中国料理店等）に
移して、懇親会を実施しています。
　勿論、時間の関係で定例会の参加は無理な方
は、懇親サロン会だけの参加も出来ます。
３、平日サロン会（名古屋弁で『いこ（行く）みゃー
サロン会』と称しています）
　毎月、第３月曜日、１１時３０分～１４時頃まで、
名古屋国際センタービル２５階の東天紅（中華レ
ストラン）（名古屋駅から徒歩約１０分）において、
ランチバイキングを楽しみながら、肩の凝らな
い雑談に花を咲かせています。
　出席者は、月により異なりますが、いつも１０
名前後です。

　以上、東海支部では、毎月定例的に開催して
いますので、他支部の方も、来名の折に、お時
間がありましたら、是非お立ち寄り頂ければ幸
いでございます。
　これから入会を考えておられる方の参加も歓
迎です。

４、秋の１泊懇親旅行
　１０月３～４日、浜名湖と内定しています。
　夜は懇親会を予定し、翌日はゴルフ組みと小
旅行組みに分かれて秋の一日を楽しみたいと思
います。詳細は追って『東海メール』にて連絡
があります。

○　4 月例会
　4 月 28 日 ( 土）13 時 30 分から「大阪市立生
涯学習センター」で例会を開催しました。
　海外からの帰国者が多かったのか例会出席者
が 70 名におよび役員一同びっくりでした。特
に呑野さんの「アメリカ一人旅」のお話は皆さ
んドキドキしならがアクシデントの顛末を聞き
入っていました。

○ 6 月総会
　6 月 16 日 ( 土）支部総会において各議案の承
認と新支部長有元義晶さんの就任が承認されま
した。また徳永支部長をはじめ大西さん、山本
さんが退任されました。
　長年にわたり関西支部を支えていただきあり
がとうございました。
　例会では恒例になりました「ちょこっと英会
話」をはじめ「タイの今昔」浮田さん、「セブの
情報」を山口さん、花田さんにご披露いただき
ました。
　懇親会は 43 名の参加がありビアレストラン

アメリカ一人旅を報告される呑野さん

東海支部便り
支部長　№ 840　岩田　彬

関西支部便り
支部長　№ 816　有元　義晶
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「ニュー東京」にて大いに盛り上がりました。

○パソコン教室
　5 月 29 日（火）午後 1 時 30 分より 17 時まで、
大阪市立生涯学習センターのメディア教室で開
催、講師は会員の大川泰永さん、十河和夫さん。
参加者 15 名。実施項目は、Google の地図サイ
トでの活用法や各種検索方法を学習しました。
　続いて、Youtube の楽しみ方やエクセルによ
る名簿作表も学習しました。

○ゴルフ会
　5 月 31 日（木）兵庫県ライオンズカントリー
にてゴルフ会が催されました。
　参加者 8 名で晴天の下、楽しくラウンドがで
きました。
　次回は 10 月ごろ一泊でのんびりしたゴルフを
楽しもうと、企画を考えることになりました。

以上

○健康管理講演会
　　　（南の国ロングステイでの健康管理）
・日　時　平成 24 年 3 月 8 日（木）
　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
・場　所　福岡市ＮＰＯボランティア・センター
　　　　　「あすみん」
・講　師　とよしまファミリークリニック院長

　　　　　豊島　元先生
・参加者　16 名（会員 13 名、ゲスト 3 名）
・内　容
　海外へ出かける機会が多い私たちにとって、
国内生活だけの時とは違う健康管理が必要に
なってきます。そこで、より安全快適な海外生
活を続けるために、気をつけなければいけない
ことについてその道に詳しい先生に講演をお願
いいたしました。聴講する私たちの立場を詳細
に説明し、内容についても的を絞っていただく
ように依頼していたこともあり、有意義なアド
バイスがたくさんありました。例えば、海外に
出るときは、万一に備え、自分の元気な時の健
康記録や既往歴の記録などを、現地の言葉に訳
して持参すれば、無駄な検査などをしなくて済
むし、早い処置や検査料の軽減につながる等・・・。
説明が終わったあとの質問にも、わかりやすく
答えていただきました。ここだけ、というよう
な話もかなりあったように感じましたが、皆さ
んどうだったでしょう。講演会が終了したあと
は、ワイワイ談義で盛り上がりました。その後
場所をゼウスダイニングに移して懇親会を行い、
飲み食べ放題の一人２５００円でまた盛り上がり
ました。

○定例情報交換会
・日　時  平成 24 年 4 月 15 日（日）
　　　　　13：00 ～ 17：00
・場　所  熊本市市民活動支援センター「あい
　　　　 ポート」
・出席者　28 名（会員 23 名、ゲスト 5 名）

（福岡 8 名、熊本 11 名、大分 4 名、鹿

会場風景

九州支部便り
支部長　№ 581　朝永　清寿
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児島 5 名）
・内　容

①体験発表
（１） １５２７　末次　澄子氏
　　はじめてのチェンマイ体験　

（２） １４９１　岩戸　博孝氏
　　カリブ海クルーズに参加して　　

（３） １５１８　恵　功氏
　　海外でのケガと病院体験
②ワイワイ談義

注目度NO.1 LCC（ロー・コスト・キャリア）
について。

③懇親会
　情報交換会終了後、いつもの会場　居酒屋　
ひゃくしょう茶屋でゲスト２名の方も参加して
さらに賑やかに交流を深めました。

　4 月に新しい支部体制が発足しました。支部
長以下 6 名の少数精鋭の役員で、これからのペ
ナンを盛り上げていこうと大いに張り切ってい
ます。
　第一回目の役員会が 4 月に開催されました。
今年の目標を、今後の支部活動を如何に活性化
し、全国的にアピールするかという点に置き、
熱心な議論が白熱し予定の時間を大幅に超過し
ての役員会となりました。
　従来、必要に応じて開催していた役員会も、
原則毎月一回定例的に開催し、機動的に対応出
来るようにしました。

　6 月からは、毎月 1 回定例的に開く「スマー
トフォン」の勉強会を立ち上げました。
　若者の間では、必需品となっている「スマホ」
を我々の年代も使いこなしていこう、でも使い
たいなと思っていてもイマイチ良くわからない
という人たちを対象に、役員有志が講師となっ
て毎月勉強会をすると言うものです。噂を聞き
つけて、会員外の人からも是非参加したいとの
声がある位の人気でした。
　今後共、色んな活動を通じて会員相互のコミ
ニケーションを計りより居心地の良い海外生活
が出来るようにしていきたいと思います。

　さて、マレーシアは最もロングステイに適し
た国の上位に常にランキングされる国です。
　LCC の雄、エアーアジアはこの国を起点にい
ろんな国にそのネットワークを広げています。
格安の航空券で、近隣の国への旅行が気軽に可
能です。
　この国の治安の良さ、物価の安さ、交通の便、
英語がよく通じ、親日的とその長所を上げれば
きりが有りません。その中でもペナンは世界遺
産に指定されたジョージタウンを擁し、都会の
騒々しさから離れたリゾート地でもあり、落ち
着いて暮らすには絶好の場所と自負しています。
そのペナンには現在 24 組　45 名の会員が住ん

ペナン支部便り
支部長　№ 37　野一色　信正
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で、のんびりと南国生活を楽しんでいます。
　海外支部の中では、最も多くの会員が定住し
ている支部です。
　ロングステイを考えておられる方は、是非一
度ペナンを訪れ、その良さに触れていただきた
いと思います。

　２０１２年も早くも後半に入ってしまいました。
年末まであっという間でしょう。
　バギオ、会員の来訪はこのところ低調ですが、
町には日本人の姿が多くなって来ました。日本
関係の催しも盛んで、９月には久々に「着物
ショー」も予定されています。
　パンガシナン、初めてリンガエン湾のサンファ
ビアンに日本人経営のリゾートもオープンしま
した。ウルダネタでは、日本人講師の派遣につ
いて、市当局とＮＧＯ団体の間で調印式が行われ
ました。
　バギオもパンガシナンも少しずつではありま
すが、日本人の滞在、住みやすくなって来てい
ます。物価が安く、治安もいい北ルソン地区、
ＬＳ適地として見直される日も近そうです。
　１２月にはバギオ在住の日本人宅で、日本人な
ら誰でも参加可能〈無料）のクリスマスパーテ
イも開催されます。
　そろそろ、雨期明けが近くなってきました。

　６月末にダバオ在住の方々と９１１（ダバオ独
自で日本の１１９番、消防　救急　１１０番、　警
察を総合した組織）のスタッフを招き心肺蘇生
及び１１９の組織の説明　緊急時の連絡の仕方な

どの講習会を行いました。ダバオ在住者の平均
年齢は高く積極的な質問も多々あり健康面での
不安から関心の高さを改めて痛感しました。海
外在住者にとっての現地の医療について関心は
ありますがなかなか解りずらく、私自身機会を
見つけ少しづつ学びたいと思っております。ダ
バオは夏が終わり日中の気温が少し下がり（2~3
度ですが）過ごしやすくなります。8 月には戦
没者慰霊祭（満州についで移民者が多かったた
め多数の日本人が戦争の犠牲となりました）が
行われ　9 月になればもうショッピングデパー
トの飾り付けもクリスマス一色に変わっていき
ジングルベルが流れ　おごそかで子供の時のわ
くわくした気分になります。12 月までの長いク
リスマスシーズンの始まりです。

バギオ・パンガシナン支部便り
支部長　№ 227　斎木　一

ダバオ支部便り
支部長代行　№ 1261　藤本　晴久
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担当理事　No.1361　木村　秀男
　文字通り総務（雑務）を担当させて頂く事務
局です。守備範囲が広いので大変ですが、会員
の皆様が「楽しく、仲良く」ご活躍されますよ
う　メンバー一同お手伝いさせて頂く所存でご
ざいます。
　メンバーの紹介及び主な活動計画以下の通り
でございます。

（メンバー）
１３６１木村秀雄（部会長）　４８９加藤久子（副
部会長）　５１３青木方子　７５５岩井文哉　
１０６８山科滋雄　１１５６宇田秀樹　１１６１永島
和雄

（主な活動計画）
２０１１年度事業報告→都庁法務局（６/１２）
２０１２年度事業計画策定（６月）
２０１２年度事業計画中間検討（１０月）
２０１３年度体制案・予算案依頼（１２月）
２０１３年度体制案・予算案検討（３月）
２０１３年度体制案・予算案承認（４月）
 理事会開催（１回：６/１６　２回：１０/１４
３回：１２/１６　４回：３/１７　５回：４/１４
６回：５/１９）
支部長会開催（５/２５）
総会開催（５/２６）　

　平成２３年度理事会で以下の通り理事会で改定
しましたので訂正致します。

南国暮らしの会　支部細則　第６条
[ 改定前 ][ 選任等 ]　支部長は支部会の信任を
得、理事会において選任し、理事長が委嘱する。
2. 副支部長・会計は支部会の信任を得、支部
長が理事会に推挙し、理事会の承認を得る。
3.支部監事は支部会で選出し、支部長が委嘱する。

[ 改定後 ][ 選任等 ]　支部長は支部会の信任を
得、理事会において承認し、理事長が委嘱する。
2. 副支部長・会計は支部会の信任を得、決定
する。支部役員名簿を理事会に報告する。
3. 支部監事は支部会で選出する。

細則第 13 条（諸会議）（４）総会参加資格者
〔改定前〕3 月 31 日現在の正会員で且つ 3 月
31 日までに次年度年会費を納入したものを有
資格者とする。

〔改定後〕 3 月 31 日現在の正会員で且つ 3 月
31 日までに次年度年会費を納入したものを有
資格者とする。但し、3 月 31 日が金融機関の
休業日と重なった場合には休業日の翌営業日
に次年度会費を納入したものを含む。

担当理事　No.755　岩井　文哉
　経理担当の業務がピークになるのは、会報新
年号が発行されて継続会員の方々から年会費の
振込みが始まる 1 月中旬から、決算書作成と会
計監査が終了する 4 月上旬までですが、やはり
定期総会で決算案と予算案を承認していただく
まではなかなか落ち着きません。今年もそんな
時期が終わってほっとしているうちに新年度が
始まり、この会報がお手元に届く頃には平成 24
年度も半ばとなります。経理部会を一期 2 年担
当しましたが、今期は新しい会員への仕事のバ
トンタッチを想定し、会員の皆さんへの経理業
務への参加 ･ 協力を呼びかけていきたいと考え
ています。そのためにも仕事をあまり専門化せ
ず、どなたにでも出来るようにさらに簡素化す
るとともに、事務負担が偏らないように理事や
会員が協力できる仕組みを追究していきたいと
思いますので、会員の皆様も是非ご協力・関心
を高めていただくようお願いします。

部　会　伝　言　板

総　 務　 部　 会

経　 理　 部　 会
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担当理事　No.1017　光城　保之
　先の総会をもちまして、これまで会報部会の
担当理事として会員の皆様に有益で楽しんでも
らえる会報作りに尽力された佐々木一信氏が退
任され、夏秋号から新メンバーによって会報作
りがスタートしております。
　会報作成にあたっては、従前同様に会員への
情報提供・情報交換および親睦のための記事を
メインに掲載してまいります。
　発行は年三回ですが、会報の内容の充実を図
るには会員の積極的な投稿などの支援が必要で
す。発行の際に、皆様からの投稿を呼びかけて
おりますが、新機軸として次の内容についても
積極的な投稿をお願いします。
１．ステイや旅行などで経験した感動的な出会

い、心に残る出来事などを原稿にしてくだ
さい。（原稿は一行４０字、一枚４０行を目安
に２枚以内。）

２． 各地のステイ先のあまり知られていない店・
穴場（穴場でなくなってしまいますが・・・）
のレストラン、民芸品、仕立て屋などをご
紹介ください。（原稿は一行４０字、一枚４０
行を目安に１枚以内。）

＊上記の案内に適宜、写真も添えていただけれ
ばと思います。

担当理事　No.1068　山科　滋雄
　広報部会には広報及び HP の２委員会がござ
います。
広報委員会―１０６８山科滋雄（部会長）
　　　　　　１１１８肥後憲尚　４８９加藤久子　
　　　　　　８１６有元義晶　８４０岩田　彬　
ＨＰ委員会―１１１８肥後憲尚（副部会長）
　　　　　　１１０８山田美弥子　９９６歌田晃一
　　　　　　１３９１十河和夫
　広報委員会は対外的広報活動、マスコミ取材
窓口を担当しております。
　今年から関西支部長（８１６有元義晶）東海支

部長（８４０岩田　彬）にも新たにメンバーに加
わって頂き、地域としても幅広く対応していく
所存でございます。
　HP 委員会は文字通りホームページの作成・修
正・保守を担当しております。
　相変わらずホームページを見て新規入会され
る方が多く、重要な役割を担っております。
　アクセスも１００人 / １日のペースが継続され
ており、１４万回アクセス達成も間もなくだと思
われます。更なる充実化に向けメンバー一同知
恵を出し合い鋭意努力させて頂きますので、宜
しくお願い申し上げます。

担当理事　No.1230　吉野　正博
　会員部会では「懇切丁寧、きめ細やかで迅速
な応対」をモットーに主に六つの業務にあたっ
ています。四六時中パソコンとにらめっこをし
ている地味で途切れ無い仕事ですが部員一丸と
なって会務にあたっています。
　それでは会員部会の活動内容を紹介いたしま
す。
１．入会資料の送付
　本会に入会を希望する方へ入会関係資料を発
送する仕事です。
　入会希望者からホームページ、ファクシミリ、
電話、手紙等で入会資料請求が来ますのでその
対応に当たっています。
　この事務は入会希望者と南の会を結ぶ重要な
窓口と思っており、部会のモットーと「お客様
は神様です」の精神で、いつも笑顔で接してお
ります。
２．入会登録
　南国暮らしの会の会員として登録する事務で
す。
　入会希望者からの入会申込書が届き、その方
の入会金等が確認できましたら入会登録手続き
を済ませ、新会員に入会書（会員番号通知）、会
員証、南の会必携等を送付する事務です。
３．各種届出の受領及び管理
　休会、再入会、退会、住所変更等に関わる各

会　 報　 部　 会

広　 報　 部　 会

会　 員　 部　 会
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種届出の受理及び管理業務です。会員の多様な
状況に対応する事務です。
４．会員名簿・索引の制作
　年に一回、会員名簿及び索引を作成します。
名簿等は会報に同封し会員の皆様にお届けして
います。
５．宛名シールの作成
　会報部会と協同で会報発送用の宛名シールを
作成しています。
　また会報を海外支部に発送をするため海外支
部長と連絡をとり海外発送用の宛名シールを作
成しています。
６．会員の継続手続きと表決権者の確定作業
　次年度の継続会員手続きを行うとともに、総会
に必要な表決権者を確定する事務をしています。

　以上が会員部会の主な活動内容です。

No.1269 岩崎宏様の提供です。

裏表紙写真は No.1269 岩崎宏様および会報編集
委員会の提供です。

会 員 か ら の 投 稿 写 真
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○平成２４年度に入り、南国暮らしの会の体制
も新しい理事長を迎え、当然役員体制も変わり
ました、会報部会も部会長に光城保之氏が就任
して会報編集の手引も整え、素人の会員でも会
報の作成に携われる事の出来るようにしました、
会報夏秋号の作成に当たり、会の目的でもある

「南の国でのロングステイを楽しみたいとの同好
の士の集まり、そしてその情報交換の場とする」
この事を念頭に、最大の情報発信ツールである
会報の作成に取り組みましたが、情報源である

会員様からの投稿の少なさに苦慮致しましたが、
ご無理をお願いしながらも何とか完成、お届け
する事が出来ました、会員の皆さんに楽しんで
頂ける、そして楽しみに待って頂ける会報にす
るには、一にも二にも会員様のご協力無くして
は出来ません、次号は新年号です。是非とも皆
様の貴重な体験に基づいた情報をご投稿頂きま
すよう宜しくお願い申し上げます。

夏秋号、編集担当、ＮＯ.７５０　小松　勝正
ＮＯ.１１０８　山田美弥子

編　 集　 後　 記
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